
ユニキャストオーバーレイルーティング

簡素化と一貫性を実現するために、Cisco SD-WANソリューションは Cisco Catalyst SD-WAN
としてブランド名が変更されました。さらに、Cisco IOS XE SD-WANリリース 17.12.1aおよび
Cisco Catalyst SD-WANリリース 20.12.1以降、次のコンポーネントの変更が適用されます。
Cisco vManageから Cisco Catalyst SD-WAN Managerへの変更、Cisco vAnalyticsから Cisco
Catalyst SD-WAN Analyticsへの変更、Cisco vBondから Cisco Catalyst SD-WAN Validatorへ
の変更、Cisco vSmartから Cisco Catalyst SD-WANコントローラへの変更、および Ciscoコン
トローラから Cisco Catalyst SD-WAN制御コンポーネントへの変更。すべてのコンポーネント
ブランド名変更の包括的なリストについては、最新のリリースノートを参照してください。新

しい名前への移行時は、ソフトウェア製品のユーザーインターフェイス更新への段階的なアプ

ローチにより、一連のドキュメントにある程度の不一致が含まれる可能性があります。

（注）

オーバーレイネットワークは、Cisco Catalyst SD-WANオーバーレイルーティングの中心であ
る Cisco Catalyst SD-WANオーバーレイ管理プロトコル（OMP）によって制御されます。この
ソリューションでは、スケーラブルで、動的かつオンデマンドでセキュアな VPNを構築でき
ます。Cisco Catalyst SD-WANソリューションでは、オーケストレーションが容易な一元化さ
れたコントローラを使用して、きめ細かいアクセス制御と、すべてのエッジノード間のスケー

ラブルでセキュアなデータプレーンを含む完全なポリシー制御を行います。

Cisco Catalyst SD-WANソリューションにより、エッジノードは、パブリックWAN、インター
ネット、メトロイーサネット、MPLSなど、あらゆるタイプのトランスポートネットワークを
介して直接通信できます。

•サポートされているプロトコル（1ページ）
•ユニキャストオーバーレイルーティングの設定（24ページ）

サポートされているプロトコル
ここでは、ユニキャストルーティングでサポートされるプロトコルについて説明します。
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OMPルーティングプロトコル
Cisco Catalyst SD-WANオーバーレイ管理プロトコル（OMP）は、Cisco Catalyst SD-WANコン
トロールプレーンの確立と維持を行うプロトコルです。次のサービスを提供します。

•ネットワークサイト間の接続、サービスチェーン、VPNまたはVRFトポロジを含む、オー
バーレイネットワーク通信のオーケストレーション

•サービスレベルルーティング情報および関連するロケーションマッピングの配布

•データプレーンセキュリティパラメータの配布

•ルーティングポリシーの一元管理と配布

OMPは、オーバーレイネットワーク内の Cisco Catalyst SD-WANコントローラと Cisco IOS XE
Catalyst SD-WANデバイスとの間でルーティング、ポリシー、および管理情報を交換するため
に使用される制御プロトコルです。これらのデバイスは自動的にデバイス間の OMPピアリン
グセッションを開始し、OMPセッションの 2つの IPエンドポイントは 2つのデバイスのシス
テム IPアドレスです。

OMPは、サービスをトランスポートから分離することでオーバーレイネットワークを実現す
る、包括的な情報管理および配信プロトコルです。一般的な VPN設定で提供されるサービス
は、通常、VRFドメイン内にあり、VRFの外部から見えないように保護されています。この
ような従来のアーキテクチャでは、VRFドメインとサービス接続を拡張することが課題です。

OMPは、論理トランスポートエンドポイントの場所に基づいてサービストラフィックを効率
的に管理する方法を提供することで、これらの拡張性の課題に対処します。この方法は、デー

タプレーンとコントロールプレーンの分離の概念をルータ内からネットワーク全体に拡張しま

す。OMPは、関連するポリシーとともにコントロールプレーン情報を配布します。中央の
Cisco Catalyst SD-WANコントローラは、オーバーレイルーティングドメインのルーティング
およびアクセスポリシーに関するすべての決定を行います。OMPは、データプレーンの接続
と転送のためにエッジデバイスによって使用されるルーティング、セキュリティ、サービス、

およびポリシーを伝達するために使用されます。

OMPルートアドバタイズメント

Cisco Catalyst SD-WANコントローラおよびCisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスでは、OMP
はローカルサイトから学習したルートとサービスを、対応するトランスポートロケーション

マッピング（TLOCと呼ばれる）とともにピアにアドバタイズします。これらのルートは、標
準の IPルートと区別するために OMPルートまたは vRouteと呼ばれます。アドバタイズされ
るルートは、実際にはルートとそのルートに関連付けられたTLOCで構成されるタプルです。
Cisco Catalyst SD-WANコントローラは、オーバーレイネットワークのトポロジとネットワー
クで使用可能なサービスを OMPルートを介して学習します。

OMPは、オーバーレイネットワークのローカルサイトで従来のルーティングと情報を交換し
ます。OMPは OSPFや BGPなどの従来のルーティングプロトコルから情報をインポートしま
す。このルーティング情報によってローカルサイト内の到達可能性が提供されます。従来の

ルーティングプロトコルからのルーティング情報のインポートは、ユーザー定義のポリシーに

依存します。
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OMPはオーバーレイネットワーク環境で動作するため、ルーティングピアの概念は従来のネッ
トワーク環境とは異なります。論理的な観点から見ると、オーバーレイ環境は中央集中型コン

トローラと複数のエッジデバイスで構成されます。各エッジデバイスは、インポートされた

ルートを中央集中型コントローラにアドバタイズします。このコントローラは、ポリシーの決

定に基づいて、オーバーレイルーティング情報をネットワーク内の他のエッジデバイスに配布

します。エッジデバイスが OMPやその他の方法を使用して、ルーティング情報を相互にアド
バタイズすることはありません。中央集中型コントローラとエッジデバイス間の OMPピアリ
ングセッションは、コントロールプレーントラフィックの交換にのみ使用されます。どのよ

うな状況においても、データトラフィックに使用されることはありません。

登録されたエッジデバイスは、直接接続されたネットワークからのルート、および IGPプロト
コルから学習したスタティックルートを自動的に収集します。エッジデバイスは、BGPから学
習したルートを収集するようにも設定できます。

ルートマップASパスおよびコミュニティ設定（ASパスプリペンドなど）は、ルートマップが
プロトコル再配布用に設定されている場合はサポートされません。再配布された OMPルート
の ASパスは、BGPネイバーアウトバウンドポリシーのルートマップを使用して設定および
適用できます。

OMPは、各ローカルデバイスでパス選択、ループ回避、およびポリシー実装を実行し、任意
のエッジデバイスのローカルルーティングテーブルにインストールされるルートを決定しま

す。

OMPへのルートアドバタイズメントは、グローバルレベルまたは特定のVPNレベルで設定を
適用することによって行われます。OMPへのルートアドバタイズメントをグローバルレベル
で設定するには、OMP機能テンプレートを使用します。一方、OMPへのルートアドバタイズ
メントを特定のVPNレベルで設定するには、VPN機能テンプレートを使用します。OMPへの
ルートアドバタイズメントの設定の詳細については、OMPの設定（50ページ）を参照してく
ださい。

（注）

Cisco Catalyst SD-WANでは、OMPプロトコルを介したサービス側ルートの再帰ルックアップ
はサポートされていません。Cisco IOS XE SD-WANリリース 17.12.1a以降では、Cisco IOS XE
Catalyst SD-WANでの OMPプロトコルを介したサービス側ルートの再帰ルートルックアップ
がサポートされています。

（注）

OMPは、次のタイプのルートをアドバタイズします。

• OMPルート（vRouteとも呼ばれる）：OMP編成のトランスポートネットワークを使用す
るエンドポイント間の到達可能性を確立するプレフィックス。OMPルートは、中央デー
タセンターのサービス、ブランチオフィスのサービス、またはオーバーレイネットワーク

の任意の場所にあるホストやその他のエンドポイントの集合を表すことができます。OMP
ルートは、機能転送のためにTLOCを必要とし、TLOCに解決されます。BGPと比較する
と、OMPルートは、BGP AFI/SAFI NLRIフィールド（Address Family Indicator（AFI）、
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Subsequent Address Family Identifier（SAFI）、Network Layer Reachability Information
（NLRI））のいずれかのフィールドで伝送されるプレフィックスと同等です）。

•トランスポートロケーション（TLOC）：OMPルートを物理ロケーションに関連付ける識
別子。TLOCは、基盤となるネットワークから認識できる OMPルーティングドメインの
唯一のエンティティであり、基盤となるネットワークのルーティングを介して到達できる

必要があります。TLOCは、物理ネットワークのルーティングテーブル内のエントリを介
して直接到達できるか、または NATデバイスの外部に存在するプレフィックスによって
表され、ルーティングテーブルに含まれている必要があります。BGPと比較すると、TLOC
は OMPルートのネクストホップとして機能します。

次の図は、2種類の OMPルートを示しています。

図 1 :さまざまな種類の OMPルート
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OMPルート

ブランチまたはローカルサイトの各デバイスは、ドメイン内の Cisco Catalyst SD-WANコント
ローラに OMPルートをアドバタイズします。これらのルートには、デバイスがそのサイトの
ローカルネットワークから学習したルーティング情報が含まれています。

Cisco Catalyst SD-WANデバイスは、次のタイプのサイトローカルルートのいずれかをアドバ
タイズできます。

•接続済み（別名、直接接続）

•スタティック

• BGP

• EIGRP

• LISP

• OSPF（エリア間、エリア内、および外部）

• OSPFv3（エリア間、エリア内、および外部）

• IS-IS

OMPルートは次の属性をアドバタイズします。

• TLOC：vRouteのネクストホップのトランスポートロケーション ID。これは、BGP
NEXT_HOP属性に似ています。TLOCは次の 3つの要素で構成されます。

• OMPルートを発信する OMPスピーカーのシステム IPアドレス

•リンクタイプを識別する色

•トランスポートトンネルのカプセル化タイプ

• [Origin]：ルートの送信元（BGP、OSPF、接続、スタティックなど）、および元のルート
に関連付けられたメトリック。

• [Originator]：ルートの起点の OMP識別子（ルートの学習元の IPアドレス）。

• [Preference]：OMPルートの優先度。プリファレンス値が高いほど優先されます。

• [Site ID]：OMPルートが属する Cisco Catalyst SD-WANオーバーレイネットワークドメイ
ン内のサイトの識別子。

• [Tag]：OMPスピーカーが受け入れ、優先、または再配布するルーティング情報を制御す
るために使用できるオプションの移行パス属性。

• [VRF]：OMPルートが属する VRFまたはネットワークセグメント。

システム IP、色、カプセル化タイプ、キャリア、プリファレンス、サービス、サイト ID、VPN
VRFなど、一部のOMPルート属性値を設定します。Cisco Catalyst SD-WANコントローラで制
御ポリシーをプロビジョニングすることで、一部の OMPルート属性を変更できます。
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TLOCルート

TLOCルートはトランスポートロケーションを識別します。これらは、WANインターフェイ
スがキャリアに接続するポイントなど、物理トランスポートに接続するオーバーレイネット

ワーク内の場所です。TLOCは、OMPスピーカーのシステム IPアドレス、色、およびカプセ
ル化タイプで構成される 3タプルで表されます。OMPは各 TLOCを個別にアドバタイズしま
す。

TLOCルートは次の属性をアドバタイズします。

• [TLOC private address]：TLOCに関連付けられたインターフェイスのプライベート IPアド
レス。

• [TLOC public address]：TLOCの NAT変換されたアドレス。

• [Carrier]：キャリアタイプの識別子。一般に、トランスポートがパブリックかプライベー
トかを示すために使用されます。

• [Color]：リンクタイプを示します。

• [Encapsulation type]：トンネルカプセル化タイプ。

• [Preference]：同じ OMPルートをアドバタイズする TLOCを区別するために使用される優
先度。

• [Site ID]：TLOCが属する Cisco Catalyst SD-WANオーバーレイネットワークドメイン内
のサイトの識別子。

• [Tag]：OMPスピーカーが TLOCへのルーティング情報のフローを制御するために使用で
きるオプションの移行パス属性。OMPルートがその TLOCとともにアドバタイズされる
と、両方またはいずれかがコミュニティ TAGで配布され、TLOCのグループとの間にお
けるトラフィックの送受信方法を決定するために使用されます。

• [Weight]：OMPルートが 2つ以上の TLOCを介して到達可能な場合に、複数のエントリポ
イントを区別するために使用される値。

TLOCで使用される IPアドレスは、デバイス自体の固定システムアドレスです。TLOCを示す
ために IPアドレスまたはインターフェイス IPアドレスを使用しない理由は、IPアドレスは移
動や変更が可能なためです。たとえば、DHCPによって割り当てることも、インターフェイス
カードを交換することもできます。システム IPアドレスを使用して TLOCを識別することに
より、IPアドレッシングに関係なく常にトランスポートエンドポイントを識別できます。

リンクの色は、デバイス上のWANインターフェイスのタイプを表します。Cisco Catalyst
SD-WANソリューションでは、デバイスの設定で割り当てられた定義済みの色が提供されま
す。色は次のデフォルト色のいずれかになります。3g、biz-internet、 blue、bronze、custom1、
custom2、custom3、gold、green、lte、metro-ethernet、mpls、private1、private2、public-internet、
red、または silver。

カプセル化はトンネルインターフェイスで使用され、IPSecか GREのいずれかです。
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図 2 :ルータ属性

右側の図は、2つのWAN接続と 2つの TLOCを持つデバイスを示しています。ルータのシス
テム IPアドレスは 10.20.1.1です。左側の TLOCは、システム IPアドレス：10.20.1.1、色：
metro-ethernet、およびカプセル化：IPSecによって一意に識別され、IPアドレスが 192.168.0.69
の物理WANインターフェイスにマッピングされます。右側の TLOCは、システム IPアドレ
ス：10.20.1.1、色：biz-internet、およびカプセル化：IPSecによって一意に識別され、WAN IP
アドレス 172.16.1.75にマッピングされます。

システム IPアドレス、色、カプセル化など、一部のTLOC属性を設定します。属性の一部は、
Cisco Catalyst SD-WANコントローラで制御ポリシーをプロビジョニングすることで変更でき
ます。「Centralized Control Policy」を参照してください。

Cisco Catalyst SD-WANコントローラの OMPルートアドバタイズメント

表 1 :機能の履歴

説明リリース情報機能名

この機能により、CiscoCatalyst
SD-WANコントローラの間で
交換できるOMPルート数の制
限が 128に拡張されます。こ
のリリース以前は、制限は 16
でした。

Cisco IOS XE Catalyst SD-WAN
リリース 17.5.1a

Cisco Catalyst SD-WANコント
ローラのOMPパス制限の増加

概要

トランスポートロケーション（TLOC）情報は、Cisco Catalyst SD-WANコントローラおよびそ
のローカルサイトブランチを含む OMPピアにアドバタイズされます。Cisco IOS XE Catalyst
SD-WANリリース 17.5.1a以降、プレフィックスごとの VPNごとに Cisco Catalyst SD-WANコ
ントローラの間で交換できる OMPパス数の制限は、最大 128に拡張されます。

ユニキャストオーバーレイルーティング
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制限事項

•マルチテナント Cisco Catalyst SD-WANコントローラは、グローバル OMP設定のみをサ
ポートします。

•共有されるパスの数は、メモリや内部データ構造の構成などの要因によって異なります。

パス制限の設定

次に、Cisco Catalyst SD-WANコントローラが別の Cisco Catalyst SD-WANコントローラに送信
できるパスの数を設定する例を示します。

Device(config)# omp
Device(config-omp)# controller-send-path-limit 100

Cisco Catalyst SD-WANコントローラの間で交換される最大 128の送信パス制限を設定するに
は、controller-send-path-limitコマンドを使用します。送信パス制限をデフォルトに戻すには、
このコマンドの no 形式を使用します。デフォルト設定では、コントローラは最大 128までの
使用可能なすべてのパスの情報を送信できます。

デフォルト設定を使用することを推奨します。デフォルト設定では、使用可能なすべてのパス

に関する情報が送信されますが、パス数は128に制限されます。これにより、コントローラ間
でネットワークの可視性を得られます。

パス制限は頻繁に変更しないことを推奨します。ピアにおけるすべての変更について、Cisco
Catalyst SD-WANコントローラは完全なルートデータベースの更新を実行するため、ネット
ワークが完全に更新されます。

（注）

パス制限の設定の詳細については、controller-send-path-limitコマンドページを参照してくださ
い。

OMPルートの再配布

OMPは、ローカルに学習、またはルーティングピアから学習した次のタイプのルートを自動
的に再配布します。

•接続されている状態

•スタティック

• OSPFエリア内ルート

• OSPFエリア間ルート

• OSPFv3エリア内ルート（アドレスファミリ IPv6）

• OSPFv3エリア間ルート（アドレスファミリ IPv6）

ルーティングループと最適でないルーティングを回避するには、次のタイプのルートの再配布

には明示的な設定が必要です。
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• BGP

• EIGRP

• LISP

• IS-IS

• OSPF外部ルート

• OSPFv3外部ルート（アドレスファミリ IPv6）

• OSPFv3全ルート（アドレスファミリ IPv4）

advertise network<ipv4-prefix>コマンドを使用すると、特定のプレフィックスに対応する非
OMPルートがVRF IPv4ルーティングテーブルに存在する場合に、そのプレフィックスをアド
バタイズできます。このコマンドは address-family ipv4でのみサポートされることに注意して
ください。

次に、ネットワーク設定をアドバタイズする例を示します。

omp
no shutdown
graceful-restart
address-family ipv4 vrf 1
advertise connected
advertise static
advertise network X.X.X.X/X
!

エッジからネットワークのアクセス部分への過剰なルーティング情報の伝達を回避するため

に、OMPを介してデバイスが受信するルートは、ルータで実行されている他のルーティング
プロトコルに自動的には再配布されません。OMPを介して受信したルートを再配布する場合
は、各デバイスでローカルに再配布を有効にする必要があります。

OMPは、各OMPルートの起点とサブ起点タイプを設定して、ルートの起点を示します（次の
表を参照）。ルートを選択する場合、Cisco Catalyst SD-WANコントローラとルータは起点タ
イプとサブタイプを考慮します。

VRF1の OMPへの OSPFルートの再配布を設定するには、advertise ospf route-map
<route-map-name> externalを設定する必要があります。OSPF内部ルートは、明示的な設定が
ない場合、デフォルトで OMPに再配布されます。

次に、すべての VRFでの OSPF外部ルート再配布の例を示します。
omp
no shutdown
ecmp-limit 6
graceful-restart
no as-dot-notation
timers
holdtime 15
graceful-restart-timer 120
exit
address-family ipv4
advertise ospf external <-- This configuration implies OSPF Inter-Area/Intra-Area

routes & External routes are redistributed into OMP
advertise connected

ユニキャストオーバーレイルーティング
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advertise static
!

次に、特定の VRFでの OSPF外部ルート再配布の例を示します。
omp
no shutdown
ecmp-limit 6
graceful-restart
no as-dot-notation
timers
holdtime 15
graceful-restart-timer 120
exit
address-family ipv4 vrf 1
advertise ospf external
advertise ospf route-map RLB
!

externalキーワードを使用すると、指定したルートマップが外部と内部の両方の OSPFルート
（エリア内/エリア間）に適用されます。

次に、OSPFv3外部ルート再配布の例を示します。
omp
no shutdown
ecmp-limit 6
graceful-restart
no as-dot-notation
timers
holdtime 15
graceful-restart-timer 120
exit
address-family ipv6
advertise ospfv3
advertise ospf external

!

Cisco IOS XE Catalyst SD-WANリリース 17.7.2以降では、過度の CPUの使用を回避するため
に、Cisco SD-WANManagerで受信およびアドバタイズされるOMPルートのリアルタイム表示
が 4001ルートのみに制限されます。

（注）

表 2 :

OMPルートの起点サブタイプOMPルートの起点タイプ

External InternalBGP

—接続されている状態

Intra-area、Inter-area、External-1、External-2、NSSA-External-1、お
よび NSSA-External-2

OSPF

Intra-area、Inter-area、External-1、External-2、NSSA-External-1、お
よび NSSA-External-2

OSPFv3

ユニキャストオーバーレイルーティング
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OMPルートの起点サブタイプOMPルートの起点タイプ

—スタティック

• EIGRPサマリー

• EIGRP内部

• EIGRP外部

EIGRP

—LISP

レベル 1とレベル 2IS-IS

OMPは、元のルートのメトリックも伝送します。メトリック 0は、接続ルートを示します。

アドミニストレーティブディスタンス

アドミニストレーティブディスタンスは、複数のルーティングプロトコルから同じ宛先に向か

う 2つ以上の異なるルートが存在する場合に、ベストパスを選択するために使用されるメト
リックです。Cisco Catalyst SD-WANコントローラまたはルータが宛先へのOMPルートを選択
する際には、アドミニストレーティブディスタンスの値が最も小さいルートが優先されます。

次の表に、Cisco Catalyst SD-WANデバイスで使用されるデフォルトのアドミニストレーティ
ブディスタンスを示します。

表 3 :

アドミニストレーティブディスタ

ンス

Protocol

0接続されている状態

1スタティック

1NAT（NATとスタティックルートは同じ VPNに共存で
きず、NATによりスタティックルートが上書きされま
す）。

1DHCPから学習

5EIGRPサマリー

20EBGP

内部：90、外部：170EIGRP

110OSPF

110OSPFv3

115IS-IS

ユニキャストオーバーレイルーティング
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アドミニストレーティブディスタ

ンス

Protocol

200IBGP

251OMP

OMPベストパスアルゴリズム

Cisco Catalyst SD-WANデバイスは、OMPを使用してローカルパスを Cisco Catalyst SD-WANコ
ントローラにアドバタイズします。ネットワークトポロジによっては、複数のデバイスから一

部のパスがアドバタイズされる場合があります。Cisco Catalyst SD-WANデバイスは、次のア
ルゴリズムを使用してベストパスを選択します。

表 4 :ベストパスアルゴリズム

説明適用対象ス

テッ

プ

パスの有効性

OMPパスが有効かどうかを確認します。有効でない場合
は無視します。

エッジデバイス

Cisco Catalyst SD-WANコン
トローラ

1

アクティブパスと古いパス

古いパスよりもアクティブパスを優先します。

アクティブパスは、OMPセッションが稼働状態であるピ
アからのパスです。古いパスは、OMPセッションがグレー
スフルリスタートモードであるピアからのパスです。

古いパスは、古いバージョンがルート情報ベー

ス（RIB）バージョンと類似している場合にのみ
アドバタイズされます。それ以外の場合、古い

パスはドロップされます。

（注）

エッジデバイス

Cisco Catalyst SD-WANコン
トローラ

2

Administrative distance

アドミニストレーティブディスタンスがより小さいOMP
パスを選択します。

例：デバイスがBGPを介してローカルに学習するパスは、
OMPを介して Cisco SD-WANコントローラから学習する
パスよりも優先されます。アドミニストレーティブディ

スタンスについては、アドミニストレーティブディスタ

ンス（11ページ）を参照してください。

エッジデバイス3
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説明適用対象ス

テッ

プ

OMPパス優先順位

OMPパス優先順位値がより高いOMPパスを選択します。

エッジデバイス

Cisco Catalyst SD-WANコン
トローラ

4

アクセスリージョン

Cisco SD-WANコントローラは、境界ルータ（BR）から
同じリージョン内のBRへのアドバタイズメントをドロッ
プします。

Cisco Catalyst SD-WANコン
トローラ

5

コアリージョン

Cisco SD-WANコントローラは同じアクセスリージョン
内の BR間のアドバタイズメントを許可しますが、BRを
受信するとアドバタイズメントがドロップされます。

エッジデバイス6

リージョンパスの長さ

リージョンパスの長さを比較します。短い方を優先しま

す。region-path-length-ignoreが設定されている場合は、
この手順をスキップします（これは、マルチリージョン

ファブリックのセカンダリリージョンに対応します）。

マルチリージョンファブ

リックシナリオのみ

エッジデバイス

7

アクセスリージョンとコアリージョン

コアリージョンパスよりもアクセスリージョンパスを優

先します。

マルチリージョンファブ

リックシナリオのみ

境界ルータ

8

ダイレクトパスとトランスポートゲートウェイパス

トランスポートゲートウェイパスよりもダイレクトパス

を優先します。

この手順は、トランスポートゲートウェイパス優先順位

オプションによって変更される可能性があります。これ

により、(a)トランスポートゲートウェイパスが優先され
るか、(b)パスが同等と見なされるようになります。『Cisco
Catalyst SD-WAN Multi-Region Fabric (also Hierarchical
SD-WAN) Configuration Guide』の「Configure the Transport
Gateway Path Preference」を参照してください。

エッジデバイス9
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説明適用対象ス

テッ

プ

マルチリージョンファブリックのサブリージョンの比較

•ルータ自身のサブリージョンからのパスを優先しま
す。

•ルータのサブリージョンからではない2つのパスを比
較する場合は、サブリージョンの一部ではないパスを

優先します。

マルチリージョンファブ

リックシナリオのみ

エッジデバイス

10

境界ルータ優先順位

境界ルータ優先順位値がより高いパスを優先します。

マルチリージョンファブ

リックシナリオのみ

エッジデバイス

11

導出アフィニティ

導出アフィニティ値がより低いパスを優先します。

エッジデバイス12

アフィニティ優先順位

デバイスに設定されているアフィニティ優先順位に基づ

き、アフィニティが優先順位リストでより上にある（優

先順位がより高い）パスを優先します。デバイスが

affinity-preference-autoを使用している場合は、アフィニ
ティグループの数値がより小さいパスを優先します。

再発信タイプが類似している2つのパス（アフィ
ニティ値を持つパスと持たないパス）を比較す

る場合は、アフィニティ値を持つパスを優先し

ます。

（注）

アフィニティ優先順位が設

定されたエッジデバイス

13

TLOC設定

TLOC優先順位値がより高い OMPパスを選択します。

エッジデバイス14
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説明適用対象ス

テッ

プ

発信元タイプとサブタイプ

発信元タイプとサブタイプを比較し、次のリストで最初

に一致するものを選択します。

•接続されている状態

•スタティック

• EIGRPサマリー

• BGP外部

• EIGRP内部

• OSPF/OSPFv3エリア内

• OSPF/OSPFv3エリア間

• IS-ISレベル 1

• EIGRP外部

• OSPF/OSPFv3外部（外部OSPFタイプ 1は外部OSPF
タイプ 2よりも優先されます）

• IS-ISレベル 2

• BGP内部

•不明

エッジデバイス

Cisco Catalyst SD-WANコン
トローラ

15

発信元メトリック

発信元メトリックがより低い OMPパスを選択します。

エッジデバイス

Cisco Catalyst SD-WANコン
トローラ

16

パス送信元

エッジルータから送信されるパスを、Cisco Catalyst
SD-WANコントローラからの同じパスよりも優先します。

Cisco Catalyst SD-WANコン
トローラ

17

プライベート IPアドレス

ルータ IDが等しい場合、Cisco IOS XE Catalyst SD-WAN
デバイスは、プライベート IPアドレスがより小さいOMP
パスを選択します。Cisco Catalyst SD-WANコントローラ
が2つの異なるサイトから同じプレフィックスを受信し、
すべての属性が等しい場合、両方が選択されます。

エッジデバイス

Cisco Catalyst SD-WANコン
トローラ

18
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ベストパスとして選択され、ポリシーによって受け入れられた特定のプレフィックスに対する

すべての等コストマルチパスから、send-path-limitで指定されたパス数より少ないパスをアド
バタイズします。

（注）

次に、ベストパスを選択する例を示します。

• Cisco Catalyst SD-WANコントローラは、OSPFの発信元コードを持つCisco IOSXECatalyst
SD-WANデバイスから OMPを介して 10.10.10.0/24への OMPパスを受信し、また OSPF
の発信元コードを持つ別の Cisco Catalyst SD-WANコントローラから同じパスを受信しま
す。他の条件がすべて等しい場合、ベストパスアルゴリズムでは Cisco IOS XE Catalyst
SD-WANデバイスからのパスが選択されます。

• Cisco Catalyst SD-WANコントローラは、同じサイトにある 2つの Cisco IOS XE Catalyst
SD-WANデバイスから同じ OMPパス 10.10.10.0/24を学習します。他のパラメータがすべ
て同じ場合、両方のパスが選択され、他の OMPピアにアドバタイズされます。デフォル
トでは、最大 4つの等コストパスが選択され、アドバタイズされます。

Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスは、向かう先の TLOCがアクティブな場合にのみ、そ
の転送テーブル（FIB）にOMPパスをインストールします。TLOCをアクティブにするには、
アクティブなBFDセッションをそのTLOCに関連付ける必要があります。BFDセッションは、
各リモート TLOCとの個別の BFDセッションを作成する各デバイスによって確立されます。
BFDセッションが非アクティブになると、Cisco Catalyst SD-WANコントローラはその TLOC
を指すすべての OMPパスを転送テーブルから削除します。

OMPグレースフルリスタート

OMPのグレースフルリスタートにより、コントロールプレーンの機能が停止した場合や使用
できなくなった場合でも、Cisco Catalyst SD-WANオーバーレイネットワークのデータプレー
ンが引き続き機能できます。グレースフルリスタートでは、ネットワーク内の Cisco SD-WAN
コントローラがダウンした場合、または複数のCisco SD-WANコントローラが同時にダウンし
た場合に、Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスでデータトラフィックの転送を続行できま
す。転送は、Cisco SD-WANコントローラから受信した最後の既知の良好な情報を使用して行
われます。Cisco SD-WANコントローラが再び使用可能になると、デバイスへの DTLS接続が
再確立されます。そのデバイスは更新された最新のネットワーク情報をCisco SD-WANコント
ローラから受信します。

OMPグレースフルリスタートが有効になっている場合、Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイ
スと Cisco SD-WANコントローラ（2つの OMPピア）は、それぞれのピアから学習した OMP
情報をキャッシュします。この情報には、OMPルート、TLOCルート、サービスルート、IPSec
SAパラメータ、および一元化されたデータポリシーが含まれます。OMPピアの 1つが使用で
きなくなった場合、他のピアはキャッシュされた情報を使用してネットワークでの動作を継続

します。したがって、たとえば、デバイスが Cisco SD-WANコントローラへの OMP接続の存
在を検出しなくなった場合、そのデバイスはキャッシュされた OMP情報を使用してデータト
ラフィックの転送を続行します。そのデバイスは、Cisco SD-WANコントローラが再び使用可
能になったかどうかも定期的に確認します。コントローラが使用可能になり、デバイスがその
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コントローラへの接続を再確立すると、そのデバイスはローカルキャッシュをフラッシュし、

Cisco SD-WANコントローラからの新しい OMP情報のみが有効で信頼できる情報と見なしま
す。同じシナリオは、Cisco SD-WANコントローラが Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイス
の存在を検出しなくなった場合にも発生します。

OMPグレースフルリスタート設定が変更されると、Cisco SD-WANコントローラとデバイス
間の OMPセッションがフラップされます。これにより、TLOC、IPv4または IPv6ユニキャス
ト、IPv4マルチキャスト、およびその他のファミリなど、異なるアドレスファミリに属するす
べてのOMPルートがローカルで撤回され、Cisco SD-WANコントローラとのOMPセッション
が再開された数秒後に再学習されます。TLOCルートが一時的に削除され、再び追加される
と、Bidirectional ForwardingDetection（BFD）セッションも瞬間的にフラップします。これは予
期されている動作です。

（注）

BGPおよび OSPFルーティングプロトコル
CiscoCatalyst SD-WANオーバーレイネットワークは、BGPおよびOSPFユニキャストルーティ
ングプロトコルをサポートします。これらのプロトコルは、トランスポートおよび管理 VRF
を除くすべての VRFの Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスで設定して、ローカルサイト
のネットワークへの到達可能性を提供できます。Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスは、
OMPがオーバーレイネットワーク内のパスをより適切に選択できるように、BGPおよびOSPF
から学習したルート情報を OMPに再配布できます。

ローカルサイトがレイヤ 3 VPN MPLS WANクラウドに接続すると、デバイスはMPLS CEデ
バイスとして機能し、L3VPN MPLSクラウド内の PEルータに接続するための BGPピアリン
グセッションを確立します。

ローカルサイトのデバイスがWANクラウドに直接接続していないが、WANからは 1つ以上
のホップの位置にあり、非 Cisco SD-WANデバイスを介して間接的に接続する場合、WANク
ラウドに到達できるように、デバイスのDTLS接続で標準ルーティングを有効にする必要があ
ります。OSPFまたは BGPをルーティングプロトコルにできます。

どちらのタイプのトポロジでも、BGPまたは OSPFセッションは、VRF 0のループバックイ
ンターフェイスで作成されたDTLS接続を介して実行されます。VRF 0は、オーバーレイネッ
トワークで制御トラフィックを伝送するトランスポート VRFです。Cisco Catalyst SD-WAN
Validatorは、ループバックインターフェイスを介してこの DTLS接続について学習し、TLOC
関連情報を追跡できるようにこの情報をCiscoCatalyst SD-WANコントローラに伝えます。VRF
0では、Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスをネイバー（MPLSの場合は PEルータ、ある
いはローカルサイトの場合はハブまたはネクストホップルータ）に接続する物理インターフェ

イスも設定しますが、その物理インターフェイスでは DTLSトンネル接続を確立しません。

ユニキャストオーバーレイルーティング
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BGPコミュニティの伝達

表 5 :機能の履歴

説明リリース情報機能名

この機能は、Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイ
スで BGPから OMPへ、またはその逆にルートを
再配布するための matchおよび set句の実装を強化
します。 BGPから OMPルーティングにルートを
再配布して、ルートトラフィックによりネットワー

ク内のアクセシビリティを向上させることができま

す。route-mapsは、各デバイスでローカルに定義さ

れ、送信元ルーティングプロトコルからのルートを

フィルタリングします。OMPコミュニティを操作
して、BGPルートを伝達できます。次のコマンド
が更新されました。

route-map

advertise bgp route-map bgp-to-omp

redistribute omp route-map omp-to-bgp

Cisco IOS XE
Catalyst SD-WANリ
リース 17.4.1a

Cisco vManageリ
リース 20.4.1

BGPからOMPへの
再配布中にコミュニ

ティを照合および設

定する機能

この機能により、ルートの再配布中にルーティング

プロトコル間でBGPコミュニティを伝達できます。
一方のノードでは OMPが BGPからのルートを再
配布し、もう一方のノードでは BGPが OMPから
のルートを再配布します。設定可能なASパス属性
の伝達に加えて、BGPコミュニティを伝達するオ
プションがあります。BGPコミュニティの伝達は、
OMP再配布を使用してVPNを介してCisco Catalyst
SD-WANサイト間で BGPコミュニティを伝達する
のに役立ちます。OMPからのルートの再配布中に
BGPコミュニティを伝達するには、
propagate-communityコマンドを使用します。

Cisco IOS XE
Catalyst SD-WANリ
リース 17.3.1a

Cisco vManageリ
リース 20.3.1

BGPコミュニティ
の伝達

コミュニティ伝達機能は、Cisco IOS XE Catalyst SD-WANリリース 17.3.1a以降サポートされて
います。このオプションを使用しない場合、BGPコミュニティは、接続されている場合でも
BGPネイバーに送信されません。この機能により、Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスは
BGPエントリに接続されたコミュニティのネイバーへの伝達を開始できます。BGPオーバー
レイは Cisco Catalyst SD-WANオーバーレイに移行され、VPNを介して Cisco Catalyst SD-WAN
サイト間で BGPルート属性が伝達されます。propagate-communityコマンドの詳細について
は、「propagate-community」を参照してください。

Cisco IOS XE Catalyst SD-WANリリース 17.4.1a以降、BGPから OMPにコミュニティを伝達す
るときにコミュニティを操作し、route-mapコマンドを使用して OMPから BGPに戻すことが
できます。このコマンドでは、あるルーティングプロトコルから別のルーティングプロトコル

にルートを再配布するための条件を定義します。route-mapコマンドごとに、それに関連し
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た matchおよび setコマンドのリストがあります。matchコマンドでは、match communities（再
配布が許可される条件）を指定します。setコマンドでは、set communities（matchコマンドに
よって強制される基準を満した場合に実行される特定の再配布アクション）を指定します。コ

マンドの詳細については、コマンドリファレンスガイド [英語]を参照してください。

OSPFv3
表 6 :機能の履歴

説明リリース情報機能名

Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）は、
IPv6と IPv4ユニキャストアドレスファミリをサ
ポートする IPv4および IPv6リンクステートルー
ティングプロトコルです。

Cisco IOS XE
Catalyst SD-WANリ
リース 17.3.2

Cisco vManageリ
リース 20.3.1

Cisco IOS XE
Catalyst SD-WANデ
バイスでの OSPFv3
サポート

OSPFv3は、IPv4および IPv6アドレスファミリのルーティングプロトコルです。リンクステー
トプロトコルは、送信元マシンと宛先マシンを接続するリンクステートに基づいて、ルーティ

ングの決定を行います。リンクステートは、インターフェイスと、その隣接ネットワーキング

デバイスとの関係を説明するものです。インターフェイス情報には、インターフェイスの IPv6
プレフィックス、ネットワークマスク、接続先のネットワークのタイプ、そのネットワークに

接続されているデバイスなどが含まれます。この情報は、さまざまなタイプのリンクステート

アドバタイズメント（LSA）で伝播されます。

OSPFv3の大部分は、OSPFバージョン 2と同じです。RFC 5340に説明されているように、
OSPFv3では、OSPFバージョン 2が拡張され、IPv6ルーティングプレフィックスと、より大
きなサイズの IPv6アドレスに対するサポートが提供されています。

アドレスファミリ IPv6の場合、OSPFv3ルートは OSPFルートを参照し、OSPFv3内部ルート
（エリア内およびエリア間）は OMPに暗黙的にアドバタイズされます。OSPFv3外部ルート
（AS-Externalと NSSAの両方）は、OSPF外部設定のアドバタイズを使用して OMPで明示的
にアドバタイズできます。これは、OSPF内部ルートが暗黙的に OMPでアドバタイズされる
アドレスファミリ IPv4の OSPFルートと一致します。同様に、OSPF外部ルートは、OSPF外
部設定のアドバタイズを使用して OMPに明示的にアドバタイズできます。

アドレスファミリ IPv4の場合、OSPFv3ルートは OSPFv3ルートとして参照され、OSPFv3内
部ルートはOMPで暗黙的にアドバタイズされません。すべてのOSPFv3IPv4ルートは、OSPFv3
設定のアドバタイズを使用してOMPでアドバタイズできます。コントローラモードでのOSPFv3
統合はサポートされていません。

EIGRP
Cisco EIGRP（Enhanced Interior Gateway Routing Protocol）は、シスコ独自のルーティングプロ
トコルです。このプロトコルは、オープンスタンダードの内部ゲートウェイプロトコル（IGP）
です。EIGRPは、シスコによって開発された元の Interior Gateway Routing Protocol（IGRP）の
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拡張バージョンです。ネットワークに変更がない場合、EIGRPは完全には更新されません。そ
のため、他の IGPでのフラッディングアクティビティが減少します。また、IGP間で一意の等
コストパスと不等コストパスの両方を使用できます。

EIGRPは Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスでのみサポートされます。

EIGRPの詳細については、「Introduction to EIGRP」を参照してください。

EIGRPの利点

•ネットワーク幅を 15ホップから 100ホップに増加

•高速コンバージェンス

•増分更新、帯域幅の最小化

•プロトコルに依存しないネイバー探索

•容易なスケーリング

制限事項と制約事項

• EIGRPは Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスのトランスポート側ネットワークではサ
ポートされていません。

• EIGRPルート一致は、Cisco SD-WANコントローラ集中管理ポリシーではサポートされて
いません。

ルーティング情報プロトコル（RIP）
表 7 :機能の履歴

説明リリース情報機能名

この機能を使用すると、Cisco
IOS XE Catalyst SD-WANデバ
イスで RIPv2を設定できま
す。ルータは、Cisco Catalyst
SD-WANオーバーレイでアド
バタイズするために Overlay
Management Protocol（OMP）
に RIPv2ルートを再配布し、
サービス側ルーティングのた

めに Open Shortest Path First
バージョン 3（OSPFv3）に再
配布します。

Cisco IOS XE Catalyst SD-WAN
リリース 17.7.1a

Cisco vManageリリース 20.7.1

Cisco SD-WANリリース 20.7.1

Cisco IOS XE Catalyst SD-WAN
デバイスでの RIPv2サポート
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説明リリース情報機能名

この機能により、Cisco IOSXE
Catalyst SD-WANデバイスでの
IPv6アドレスとプレフィック
スのサポートが追加されま

す。また、次世代 Routing
Information Protocol（RIPng）
への接続、スタティック、
Overlay Management Protocol
（OMP）、および Open
Shortest Path First（OSPF）ルー
トの再配布もサポートしま

す。

Cisco IOS XE Catalyst SD-WAN
リリース 17.8.1a

Cisco vManageリリース 20.8.1

Cisco SD-WANリリース 20.8.1

Cisco IOS XE Catalyst SD-WAN
デバイスでの RIPng（IPv6）
サポート

Routing Information Protocolのサポートについて

Routing Information Protocol（RIP）は、ブロードキャストまたはマルチキャスト User Datagram
Protocol（UDP）データパケットを使用してルーティング情報を交換します。RIPは、小規模か
ら中規模の TCP/IPネットワークで一般的に使用されるルーティングプロトコルです。RIPは
ディスタンスベクターアルゴリズムを使用してルートを計算します。Cisco IOSソフトウェア
からは、ルーティング情報の更新が 30秒ごとに送信されます。この処理はアドバタイジング
と呼ばれます。RIPは、ルーティングアップデートメッセージを定期的に送信するだけでな
く、ネットワークトポロジが変更された場合にも送信します。

RIPv2（RIP for IPv4）

RIPバージョン 2（RIPv2）の Cisco IOSソフトウェア実装では、RIPプロセスごとにローカル
データベースが維持されます。RIPローカルデータベースには、RIP対応ルータに隣接するす
べてのネットワークデバイスから学習した最良コストの RIPルートセットが格納されます。
ルート再配布では、ルートマップとプレフィックスリストを使用して、プレフィックスでルー

トを指定できます。

RIPv2のシスコの実装では、プレーンテキスト認証、メッセージダイジェストアルゴリズム
5（MD5）認証、ルート集約、Classless Inter-Domain Routing（CIDR）、および可変長サブネッ
トマスク（VLSM）をサポートしています。RIPv2パケットを送受信する場合は、RIPv1が認
証をサポートしていないため、インターフェイスで RIP認証を有効にすることをお勧めしま
す。各 RIPv2パケットのデフォルト認証は、プレーンテキスト認証です。

デフォルトでは、ソフトウェアは RIPバージョン 1（RIPv1）および RIPv2パケットを受信し
ますが、送信するのは RIPv1パケットのみです。RIPv1パケットのみを送受信するようにソフ
トウェアを設定できます。または、RIPv2パケットのみを送受信するようにソフトウェアを設
定できます。デフォルトの動作を上書きするには、インターフェイスから送信する RIPバー
ジョンを設定します。同様に、インターフェイスから受信したパケットを処理する方法も制御

できます。RIPv2は、サービス側とトランスポート側の両方でサポートされます。
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ネットワーク設定では、クラスフル IPネットワーク IDアドレッシングを使用することをお勧
めします。

（注）

CLIを使用した設定の詳細については、「CLIを使用したRouting Information Protocolの設定」
を参照してください。

RIPng（RIP for IPv6）

次世代 Routing Information Protocol（RIPng）は、IPv6ネットワークを介したルートの計算に使
用されるルーティング情報を通信するための UDPベースのプロトコルです。RFC 2080で詳述
されている IPv6用の RIP拡張には、IPv6アドレスとプレフィックスのサポートが含まれてい
ます。

内部ゲートウェイプロトコル（IGP）としての RIPngは、次の再配布をサポートしています。

• RIPへの OMPルートの再配布

• OMPへの RIPルートの再配布

• OSPFv3への RIPルートの再配布

• RIPへの OSPFv3ルートの再配布

• RIPへのスタティックルートの再配布

•スタティックへの RIPルートの再配布

• RIPへの接続ルートの再配布

•接続への RIPルートの再配布

RIPngを実装する各ルータには、次のフィールドを含むルーティングテーブルが必要です。

•接続先の IPv6プレフィックス。

•メトリック：アドレスに関してアドバタイズされたメトリックの合計コスト。

•ルートタグ：ルートとともにアドバタイズおよび再配布する必要があるルート属性。

•接続先のネクストホップ IPv6アドレス。

•ルートに関連付けられたさまざまなタイマー。

Virtual Routing and Forwarding（VRF）モード以外では、IPv6 RIPngプロセスおよびそれに関連
付けられた設定ごとに、同じルーティングテーブル内のすべてのルートが保持されます。IPv6
RIPngVRF対応サポートは、単一のルーティングテーブルに保存されるルートの数を減らすこ
とによって、分離やモジュール性を有効にし、潜在的なパフォーマンスを改善します。さらに

これにより、ネットワーク管理者は異なるいくつかのRIPルーティングテーブルを作成し、単
一の RIPプロトコルコンフィギュレーションブロックに格納されている同じプロトコル設定
を共有することもできます。
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大規模なネットワークのRIPngではルーティングループが発生しやすく、それによりトラフィッ
クのパスが長くなります。ルートループを回避するために、RIPおよび RIPngルートは、ウェ
ルノウン OMP RIPタグを使用して識別されます。

次の図は、RIPv2および RIPng OMPルートタギングプロセスを示しています。

図 3 : RIPv2および RIPngトポロジ

1. Core-Router1が、RIPv2および RIPngルートを Site1にアドバタイズします。

一般的なルールとして、RIPv2および RIPngルートのデフォルトのアドミニストレーティ
ブディスタンスは 120です。OMPルートのデフォルトのアドミニストレーティブディス
タンスは 251です。

2. RIPv2および RIPngルートが OMPで再配布され、アドバタイズされます。

3. Cisco Catalyst SD-WANコントローラが、OMPルートを他のブランチにアドバタイズしま
す。

4. Site-2 Edge1ルータが、一意の値である 44270の OMPルートタグを追加し、「OMPが学
習したルート」を RIPv2および RIPngに再配布します。

5. タグ 44270を持つこのルートを Site-2 Edge2ルータが受信すると、OMPを介してルート
（アドミニストレーティブディスタンス 251）をすでに学習しているため、このルートは
インストール「されません」。

OMPルートが取り消されると、Site-2 Edge2ルータは、サービス側VPNを介してRIPv2お
よび RIPngプロトコルによって学習したルート（タグ 44270）を、アドミニストレーティ
ブディスタンス 252（OMPルートより 1つ大きい値）でルーティングテーブルにインス
トールします。
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さらに、Cisco Catalyst SD-WANのタグ付きルートは、RIPv2および RIPngルートが OMP
に再配布される場合、OMPで再アドバタイズされません。

CLIを使用した RIPngの設定の詳細については、「CLIを使用した RIPngの設定」を参照して
ください。

Routing Information Protocolの使用の前提条件

•バージョン 2は、RIPv2パケットのみを送受信するように設定する必要があります。デ
フォルトでは、RIPバージョン 1（RIPv1）および RIPバージョン 2（RIPv2）パケットを
受信しますが、送信するのは RIPv1パケットのみです。

Routing Information Protocolの使用に関する制約事項

RIPv2（IPv4）

RIPは、異なるルートの値を評価するためのメトリックとしてホップカウントを使用します。
ホップカウントは、ルート内で経由されるデバイス数です。直接接続しているネットワークの

メトリックはゼロです。到達不能のネットワークのメトリックは16です。このようにメトリッ
クの範囲は狭いため、RIPは大規模なネットワークには適しません。

RIPng（IPv6）

• sdwanキーワードのみを使用して、コンフィギュレーションコマンドで IPv6RIPルーティ
ングプロセス名（ripng-instance）を設定できます。

• IPv6 RIPでの VRF対応サポートでは、一度に 1つの RIPインスタンスのみが許可されま
す。複数の RIPインスタンスは許可されません。

• RIPngは、GigabitEthernet、TenGigabitEthernet、および VLANインターフェイスでのみ設
定できます。

ユニキャストオーバーレイルーティングの設定
このトピックでは、ユニキャストオーバーレイルーティングをプロビジョニングする方法に

ついて説明します。

トランスポート側ルーティング

Cisco SD-WANデバイス間の通信を有効にするには、VPN 0のループバックインターフェイス
で OSPFまたは BGPを設定します。ループバックインターフェイスは、Cisco IOS XE Catalyst
SD-WANデバイスがオーバーレイネットワークに参加するために必要なDTLSおよび IPSecト
ンネル接続の終端となる仮想トランスポートインターフェイスです。
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Cisco SD-WANManagerを使用してトランスポート側のBGPを設定するには、「BGPの設定」
を参照してください。CLIを使用してトランスポート側のBGPを設定するには、「CLIを使用
した BGPの設定」のトピックを参照してください。

BGPを設定する
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）は、ローカルサイトのネットワークへの到達可能
性を提供するサービス側ルーティングに使用できます。また、デバイスがWANクラウドに直
接接続されていない場合にCiscoCatalyst SD-WANデバイス間の通信を可能にするトランスポー
ト側ルーティングに使用できます。2つの BGPルーティングタイプに個別の BGPテンプレー
トを作成します。

Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスは、VPNの代わりに VRFを使用します。ただし、
Cisco SD-WAN Managerを介した Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスの設定には引き続き
次の手順が適用されます。設定を完了すると、VPN設定が VRF設定に自動的にマッピングさ
れます。

（注）

Cisco SD-WAN Managerテンプレートを使用して BGPルーティングプロトコルを設定するに
は、次の手順を実行します。

1. BGP機能テンプレートを作成して、BGPパラメータを設定します。

2. VPN機能テンプレートを作成して、サービス側BGPルーティング（VPN0またはVPN512
以外の VPN）またはトランスポート側 BGPルーティング（VPN 0）のいずれかに VPNパ
ラメータを設定します。

BGPテンプレートの作成

1. Cisco SD-WAN Managerメニューから、[Configuration] > [Templates]の順に選択します。

2. [Device Template]をクリックします。

Cisco vManageリリース 20.7.x以前のリリースでは、[Device Template]のタイトルは [Device]で
す。

（注）

3. [Create Template]をクリックします。

4. [Create Template]ドロップダウンリストから、[From Feature Template]を選択します。

5. [Device Model]ドロップダウンリストから、テンプレートを作成するデバイスのタイプを
選択します。

6. VPN 0または VPN 512のテンプレートを作成するには、次の手順を実行します。
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1. [Description]フィールドのすぐ下にある [Transport & Management VPN]をクリックする
か、[Transport & Management VPN]セクションまでスクロールします。

2. [Additional VPN 0 Templates]で、[BGP]をクリックします。

3. [BGP]ドロップダウンリストから、[Create Template]をクリックします。[BGP]テンプ
レートフォームが表示されます。フォームの上部にはテンプレートに名前を付けるた

めのフィールドがあり、下部にはBGPパラメータを定義するためのフィールドがあり
ます。

7. VPN 1〜 511および 513〜 65530のテンプレートを作成するには、次の手順を実行しま
す。

1. [Description]フィールドのすぐ下にある [ServiceVPN]をクリックするか、[ServiceVPN]
セクションまでスクロールします。

2. [Service VPN]ドロップダウンリストをクリックします。

3. [Additional VPN Templates]で、[BGP]をクリックします。

4. [BGP]ドロップダウンリストから、[Create Template]をクリックします。[BGP]テンプ
レートフォームが表示されます。フォームの上部にはテンプレートに名前を付けるた

めのフィールドがあり、下部にはBGPパラメータを定義するためのフィールドがあり
ます。

8. [テンプレート名（TemplateName）]フィールドに、テンプレートの名前を入力します。名
前の最大長は 128文字で、英数字のみを使用できます。

9. [Template Description]フィールドに、テンプレートの説明を入力します。説明の最大長は
2048文字で、英数字のみを使用できます。

基本的な BGPパラメータの設定

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）を設定するには、[Basic Configuration]をクリック
し、次のパラメータを設定します。BGPを設定する場合、アスタリスクの付いたパラメータは
必須です。

説明パラメータ名

[No]をクリックして、VPNの BGPを有効にします。Shutdown*

ローカル AS番号を入力します。[AS number] *

10進数の 4つの部分からなるドット付き表記で BGPルータ IDを入力
します。

Router ID

BGP ASパス情報を OMPに伝送するには、[On]をクリックします。[Propagate AS Path]
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説明パラメータ名

ある ASから別の ASに到達するルートの BGPルートアドミニスト
レーティブディスタンスとして適用する値を入力します。

範囲：0〜 255

デフォルト：200

Internal Routes
Distance

ローカル AS内のルートの BGPルートアドミニストレーティブディ
スタンスを指定します。デフォルトでは、BGPからローカルに受信し
たルートが OMPから受信したルートよりも優先されます。

範囲：0〜 255

デフォルト：200

[Local Routes Distance]

オーバーレイネットワーク内の他のサイトから学習したルートの BGP
ルートアドミニストレーティブディスタンスを指定します。

範囲：0〜 255

デフォルト：20

External Routes
Distance

サービス側 BGPでは、デバイスが学習する Cisco Catalyst SD-WANコントローラの任意のBGP
ルートにアドバタイズするようにオーバーレイ管理プロトコル（OMP）を設定できます。デ
フォルトでは、Cisco SD-WANデバイスはデバイスの接続ルートとデバイスに設定されている
スタティックルートの両方を OMPにアドバタイズしますが、デバイスが学習した BGP外部
ルートはアドバタイズしません。このルートアドバタイズメントは、デバイスまたは Cisco
SD-WANソフトウェアの OMPテンプレートで設定します。

トランスポート側 BGPでは、VPN 0の物理インターフェイスとループバックインターフェイ
スも設定する必要があります。また、ループバックインターフェイスアドレスをネイバーに

アドバタイズする BGPのポリシーを作成し、BGPインスタンスまたは特定のネイバーにポリ
シーを適用する必要があります。

機能テンプレートを保存するには、[Save]をクリックします。

ユニキャストアドレスファミリの設定

グローバル BGPアドレスファミリ情報を設定するには、[Unicast Address Family]をクリック
し、次のパラメータを設定します。

説明サブオプショ

ン

オプションパラメータ

IPv4ユニキャストアドレスファミリを設定するには、[IPv4]をクリックしま
す。IPv6ユニキャストアドレスファミリを設定するには、[IPv6]をクリック
します。

IPv4 / IPv6
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説明サブオプショ

ン

オプションパラメータ

IBGPマルチパスロードシェアリングを有効にするために、ルートテーブル
にインストールできるパラレル IBGPパスの最大数を指定します。

範囲：0〜 32

Maximum
Paths

この設定をデバイス固有としてマークするには、[Mark as Optional Row]をク
リックします。デバイスにこの設定を含めるには、デバイステンプレートを

デバイスに添付するときに要求された変数値を入力するか、テンプレート変

数スプレッドシートを作成して変数を適用します。

Mark as
Optional Row
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説明サブオプショ

ン

オプションパラメータ

[Redistribute] > [New Redistribute]をクリックします。Redistribute

この設定をデバイス固有としてマークするには、[Mark as
Optional Row]をクリックします。デバイスにこの設定を含め
るには、デバイステンプレートをデバイスに添付するときに

要求された変数値を入力するか、テンプレート変数スプレッ

ドシートを作成して変数を適用します。

Mark as
Optional Row

すべてのBGPセッションに対して、ルートをBGPに再配布す
るプロトコルを選択します。次のオプションがあります。

Protocol

スタティックルートを BGPに再配布します。static

接続ルートを BGPに再配布します。connected

Open Shortest Path Firstルートを BGPに再配布
します。

ospf

オーバーレイ管理プロトコルルートを BGPに
再配布します。

omp

ネットワークアドレス変換ルートを BGPに再
配布します。

nat

外部 NATルートを BGPに再配布します[natpool-outside]

少なくとも、次の項目を選択します。

•サービス側 BGPルーティングの場合は、[OMP]を選択し
ます。デフォルトでは、OMPルートはBGPに再配布され
ません。

•トランスポート側BGPルーティングの場合は、[Connected]
を選択し、[Route Policy]で、BGPがループバックイン
ターフェイスアドレスをネイバーにアドバタイズするルー

トポリシーを指定します。

再配布されるルートに適用するルートポリシーの名前を入力

します。

Route Policy

[Add]をクリックして再配布情報を保存します。
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説明サブオプショ

ン

オプションパラメータ

[Network] > [New Network]をクリックします。ネットワーク

この設定をデバイス固有としてマークするには、[Mark as
Optional Row]をクリックします。デバイスにこの設定を含め
るには、デバイステンプレートをデバイスに添付するときに

要求された変数値を入力するか、テンプレート変数スプレッ

ドシートを作成して変数を適用します。

Mark as
Optional Row

BGPによってアドバタイズされるネットワークプレフィック
スをプレフィックス/長さの形式で入力します。

[Network
Prefix]

[Add]をクリックして、ネットワークプレフィックスを保存します。

[Aggregate Address] > [New Aggregate Address]をクリックします。[Aggregate
Address]

この設定をデバイス固有としてマークするには、[Mark as
Optional Row]をクリックします。デバイスにこの設定を含め
るには、デバイスにデバイステンプレートを添付するときに

変数値を入力するか、テンプレート変数スプレッドシートを

作成して変数を適用します。

Mark as
Optional Row

すべての BGPセッションに対して集約するアドレスのプレ
フィックスをプレフィックス/長さの形式で入力します。

[Aggregate
Prefix]

[IPv6
Aggregate
Prefix]

集約されたプレフィックスの設定パス情報を生成するには、

[On]をクリックします。
[AS Set Path]

BGPアップデートから特定のルートを除外するには、[On]を
クリックします。

[Summary
Only]

[Add]をクリックして、集約アドレスを保存します。

機能テンプレートを保存するには、[Save]をクリックします。

AS番号を変更するには、次の手順を実行します。

1. BGP設定を削除します。数秒間待ちます。

2. 変更した global-asおよび local-as設定を使用して BGPを再度設定します。

BGPネイバーの設定

ネイバーを設定するには、[Neighbor] > [New Neighbor]をクリックし、次のパラメータを設定
します。
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BGPを機能させるには、少なくとも 1つのネイバーを設定する必要があります。（注）

説明サブオプションオプションパラメータ名

IPv4ネイバーを設定するには、[IPv4]をクリックします。IPv6ネイバーを設
定するには、[IPv6]をクリックします。

IPv4 / IPv6

BGPネイバーの IPアドレスを指定します。Address/IPv6
Address

BGPネイバーの説明を入力します。Description

リモート BGPピアの AS番号を入力します。Remote AS

[On]をクリックし、アドレスファミリを選択します。アドレスファミリ情報
を入力します。ソフトウェアは、BGP IPv4ユニキャストアドレスファミリの
みをサポートします。

アドレスファ

ミリ

（Address
Family）

アドレスファミリを選択します。ソフトウェアは、BGP IPv4
ユニキャストアドレスファミリのみをサポートします。

アドレスファ

ミリ

（Address
Family）

ネイバーから受信可能なプレフィックスの最大数を指定しま

す。

範囲： 1～ 4294967295

デフォルト：0

[Maximum
Number of
Prefixes]

警告メッセージを生成するしきい値、または

BGP接続を再起動するしきい値を指定します。
しきい値はプレフィクスの最大数の割合です。

再起動間隔または警告のみを指定できます。

Threshold

BGP接続の再起動を待機する時間を指定しま
す。範囲：1〜 65535分

[Restart Interval]

BGP接続を再起動せずに警告メッセージを表
示するには、[On]をクリックします。

[Warning Only]

[On]をクリックして、ネイバーから送信され
るプレフィックスを持つルートポリシーの名

前を指定します。

[Route Policy In]

[On]をクリックして、ネイバーに送信するプ
レフィックスを持つルートポリシーの名前を

指定します。

[Route Policy
Out]

BGPネイバーへの接続を有効にするには、[On]をクリックします。Shutdown
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MPLSインターフェイスの設定

表 8 :機能の履歴

説明リリース

情報

機能名

この機能を使用すると、マルチプロトコルラベルスイッ

チング（MPLS）をサポートできます。複数のサービス
VPNは、相互自律システム（AS）BGPラベル付きパス
を使用してトラフィックを転送するため、より少ないコ

ントロールプレーンシグナリングでサービス側VPNを
拡張できます。

特定のデバイスにおける特定の VPNルーティングおよ
び転送（VRF）インスタンスのラベル配布は、ボーダー
ゲートウェイプロトコル（BGP）で処理できます。

Cisco IOS XE
Catalyst SD-WAN
リリース 17.2.1r

サービス側の

MPLS-BGPサ
ポート

Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスは、マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）
をサポートして、マルチプロトコル環境を実現します。MPLSは、非常にスケーラブルでプロ
トコルに依存しない、データ伝送メカニズムを提供します。このメカニズムでは、割り当てら

れたラベルを持つデータパケットが、仮想リンクを介してネットワーク全体に転送されます。

BGPプロトコルの拡張を使用して、MPLSパスを管理できます。Cisco IOSXECatalystSD-WAN
デバイスには、BGP MPLS VPNオプション Bの機能もあります。

複数のサービスVPNは、相互自律システム（AS）BGPラベル付きパスを使用してトラフィッ
クを転送するため、より少ないコントロールプレーンシグナリングでサービス側VPNを拡張
できます。MPLSインターフェイスは、グローバル VRFでのみサポートされます。

MPLSインターフェイスを設定するには、次の手順を実行します。

• [MPLS Interface]をクリックします。

• [Interface Name]フィールドにインターフェイス名を入力します。

• [+]をクリックしてインターフェイスを追加し、設定を保存できます。

ラベル範囲の設定

Cisco SD-WAN Managerでは、BGP MPLSのラベルスペースが自動的にプログラムされます。
ラベルは VPNごとに割り当てられます。設定を表示するには、show sdwan running-configコ
マンドを使用します。

設定例

show sdwan running-config
mpls label range 100000 1048575 static 16 999
mpls label mode all-vrfs protocol bgp-vpnv4 per-vrf
mpls label mode all-vrfs protocol bgp-vpnv6 per-vrf
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ルートターゲットの設定

Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスにルートターゲットを設定できます。ルートターゲッ
トの設定は、eBGPおよび IPv4ピアデバイスでのみサポートされます。サポートされているす
べてのプロトコルを BGPに再配布できます。

ルートターゲットを設定するには、[Route Targets]をクリックし、次のパラメータを設定しま
す。

説明サブオプショ

ン

オプションパラメータ

IPv4インターフェイスのルートターゲットを設定するには、[IPv4]をクリッ
クします。IPv6インターフェイスのルートターゲットを設定するには、[IPv6]
をクリックします。

IPv4 / IPv6

[Add VPN]をクリックして、VPNを追加します。[Add VPN]

IPv4インターフェイスの VPN IDを指定します。[VPN ID for
IPv4]

ターゲット VPN拡張コミュニティからルーティング情報をインポートしま
す。

[インポート
（Import）]

ターゲット VPN拡張コミュニティにルーティング情報をエクスポートしま
す。

[エクスポート
（Export）]

機能テンプレートを保存するには、[Save]をクリックします。

最初からデバイスにデフォルトのルートターゲットが設定されている場合は、必要に応じてエ

ントリを追加できます。

詳細なネイバーパラメータの設定

ネイバーの詳細なパラメータを設定するには、[Neighbor] > [Advanced Options]をクリックし
ます。

説明パラメータ名

BGPネイバーにアドバタイズされるルートのネクストホップとしてルー
タを設定するには、[On]をクリックします。

[Next-Hop Self]

ローカルルータの BGPコミュニティ属性を BGPネイバーに送信する
には、[On]をクリックします。

[Send Community]

ローカルルータの BGP拡張コミュニティ属性を BGPネイバーに送信
するには、[On]をクリックします。

[Send Extended
Community]

ネイバーによってサポートされているBGP拡張機能についてBGPセッ
ションが学習できるようにするには、[On]をクリックします。

[Negotiate Capability]

BGPがネイバーへの TCP接続に使用するネイバーにおける特定のイン
ターフェイスの IPアドレスを入力します。

[Source Interface
Address]
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説明パラメータ名

BGPがネイバーへの TCP接続に使用するネイバーにおける特定のイン
ターフェイスの名前を、ge port/slotの形式で入力します。

[Source Interface
Name]

外部ピアへの BGP接続の存続可能時間（TTL）を設定します。

範囲： 0～ 255

デフォルトは 1です。

[EBGP Multihop]

MD5メッセージダイジェストの生成に使用するパスワードを入力しま
す。パスワードを設定すると、BGPピアとの TCP接続でMD5認証が
有効になります。パスワードは、大文字と小文字が区別され最大 25文
字です。パスワードには、すべての英数字（スペースを含む）を使用

できます。最初の文字を数値にはできません。

Password

キープアライブメッセージが BGPピアにアドバタイズされる頻度を指
定します。キープアライブメッセージは、ローカルルータがまだアク

ティブであり、使用可能だと見なされることをピアに示します。グロー

バルキープアライブ時間をオーバーライドするネイバーのキープアラ

イブ時間を指定します。

範囲：0〜 65535秒

デフォルト：60秒（ホールド時間値の 3分の 1）

Keepalive Time

ローカル BGPセッションでそのピアが使用可能でないと見なされる
キープアライブメッセージを受信しない間隔を指定します。ローカル

ルータは、そのピアへの BGPセッションを終了します。グローバル
ホールド時間をオーバーライドするネイバーのホールド時間を指定し

ます。

範囲：0〜 65535秒

デフォルト：180秒（キープアライブタイマーの 3倍）

Hold Time

ダウンした設定済みの BGPネイバーピアへの接続確立を再試行する間
隔の秒数を指定します。

範囲：0〜 65535秒

デフォルト：30秒

[Connection Retry
Time]

BGPネイバーの場合、BGPルーティングアップデートパケットがそ
のネイバーに送信される最小ルートアドバタイズメントインターバル

（MRAI）を設定します。

範囲：0～ 600秒。

デフォルト：IBGPルートアドバタイズメントの場合は 5秒。 EBGP
ルートアドバタイズメントの場合は 30秒

Advertisement
Interval
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機能テンプレートを保存するには、[Save]をクリックします。

パラメータ値の範囲の変更

初めて機能テンプレートを開くと、デフォルト値を持つパラメータごとに、その範囲が[Default]

（ ）に設定され、デフォルト設定またはデフォルト値が表示されます。デフォルト値を変更

するか、値を入力するには、パラメータフィールドの左側にある [Scope]ドロップダウンリス
トをクリックし、次のいずれかを選択します。

説明パラメータ名

デバイス固有の値がパラメータに使用されます。デバイス固有のパラ

メータの場合、機能テンプレートに値を入力できません。デバイスをデ

バイステンプレートに添付するときに、値を入力します。

[Device Specific]をクリックすると、[Enter Key]ボックスが表示されま
す。このボックスには、作成する CSVファイル内のパラメータを識別
する一意の文字列であるキーが表示されます。このファイルは、キーご

とに 1つの列を含む Excelスプレッドシートです。ヘッダー行にはキー
名（行ごとに1つのキー）が含まれます。その後の各行は、デバイスに
対応し、そのデバイスのキーの値を定義します。デバイスをデバイステ

ンプレートに添付するときに、この CSVファイルをアップロードしま
す。

デフォルトキーを変更するには、新しい文字列を入力し、[Enter Key]
ボックスの外にカーソルを移動します。

デバイス固有のパラメータの例としては、システム IPアドレス、ホス
ト名、GPSロケーション、サイト IDなどがあります。

[Device Specific]

パラメータの値を入力し、その値をすべてのデバイスに適用します。

デバイスのグループにグローバルに適用できるパラメータの例として

は、DNSサーバー、Syslogサーバー、インターフェイスMTUなどがあ
ります。

グローバル

詳細な BGPパラメータの設定

BGPの詳細パラメータを設定するには、[Advanced]をクリックし、次のパラメータを設定しま
す。
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説明パラメータ名

ローカルBGPセッションでそのピアが使用可能でないと見なされるキー
プアライブメッセージを受信しない間隔を指定します。ローカルデバイ

スはその後、そのピアへの BGPセッションを終了します。このホール
ド時間は、グローバルホールド時間です。

範囲：0〜 65535秒

デフォルト：180秒（キープアライブタイマーの 3倍）

Hold Time

キープアライブメッセージが BGPピアにアドバタイズされる頻度を指
定します。キープアライブメッセージは、ローカルデバイスがまだアク

ティブであり、使用可能だと見なされることをピアに示します。この

キープアライブ時間は、グローバルキープアライブ時間です。

範囲：0〜 65535秒

デフォルト：60秒（ホールド時間値の 3分の 1）

キープアライブ

比較されるルートのピアASが同じであるかどうかに関係なく、MEDを
常に比較するには、[On]をクリックします。

[Compare MED]

ルートの受信タイミングに関係なく、同じASから受信したすべてのルー
トのMulti-Exit識別子（MED）を比較するには、[On]をクリックしま
す。

[Deterministic MED]

パスにMED属性がない場合、パスを最下位のパスと見なすには、[On]
をクリックします。

[Missing MED as
Worst]

BGPパス間でデバイス IDを比較し、アクティブパスを決定するには、
[On]をクリックします。

[Compare Router ID]

BGPベストパスプロセスに AS内の異なるルートから選択させるには、
[On]をクリックします。デフォルトでは、BGPマルチパスを使用してい
る場合、BGPベストパスプロセスは同じ AS内のルートから選択し、複
数のパス間でロードバランシングを行います。

[Multipath Relax]

機能を保存するには、[Save]をクリックします。

CLIを使用した BGPの設定
これは、Cisco IOSXECatalyst SD-WANリリース 17.4.1a以前のリリースのCisco IOSXECatalyst
SD-WANデバイスにおける BGP設定の例です。
router bgp 100
bgp log-neighbor-changes
distance bgp 20 200 20
!
address-family ipv4 vrf 100
bgp router-id 10.0.0.0
redistribute omp
neighbor 10.0.0.1 remote-as 200
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neighbor 10.0.0.1 activate
neighbor 10.0.0.1 send-community both
neighbor 10.0.0.1 route-map OMP_BGP-POLICY in
neighbor 10.0.0.1 maximum-prefix 2147483647 100

route-map OMP_BGP-POLICY permit 1
match ip address prefix-list OMP-BGP-TEST-PREFIX-LIST
set omp-tag 10000
route-map OMP_BGP-POLICY permit 65535

ip prefix-list OMP-BGP-TEST-PREFIX-LIST seq 5 permit 10.0.0.0/8

Cisco IOS XE Catalyst SD-WANリリース 17.4.1a以降、非 VRFアドレスファミリの BGP設定に
次の変更が適用されます。

• remote-asキーワードは、非 VRF address-familyコマンドではサポートされていません。
非 VRFアドレスファミリの場合、remote-as ASNはルータ BGPモードで設定する必要が
あります。

• BGP距離設定は、ルータ BGPモードではサポートされていません。BGP距離は、指定さ
れた非 VRFアドレスファミリで設定する必要があります。

導入された変更を反映するように設定を変更するには、デバイスCLIテンプレートまたはCLI
アドオン機能テンプレートを手動で更新する必要があります。

（注）

次に、Cisco IOS XE Catalyst SD-WANリリース 17.4.1a以降の BGP設定の例を示します。

router bgp 100
neighbor 10.10.10.10 remote-as
address-family ipv4

distance bgp 20 200 200
neighbor 10.10.10.10 activate

address-family ipv4 unicast vrf RED
distance bgp 30 300 300
neighbor 10.11.11.11 remote-as
neighbor 10.11.11.11 activate

OMPでの BGP再配布ルートの確認

デバイス#show sdwan omp routes 10.0.0.0/8
---------------------------------------------------
omp route entries for vpn 100 route 10.0.0.0/8
---------------------------------------------------

RECEIVED FROM:
peer 172.16.0.0
path-id 470777
label 1002
status C,I,R
loss-reason not set
lost-to-peer not set
lost-to-path-id not set

Attributes:
originator 10.0.0.1
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type installed
tloc 172.16.0.1, mpls, ipsec
ultimate-tloc not set
domain-id not set
overlay-id 1
site-id 1
preference not set
tag 10000 <=====
origin-proto eBGP
as-path not set
unknown-attr-len not set

次に、Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスでの BGPコミュニティの伝達の例を示します。
vm5# show sdwan omp routes 192.168.0.0/16 detail
---------------------------------------------------
omp route entries for vpn 1 route
192.168.0.0/16---------------------------------------------------

RECEIVED FROM:
peer 10.0.0.0
path-id 70
label 1007
status C,Red,R
loss-reason not set
lost-to-peer not set
lost-to-path-id not set

Attributes:
originator 192.168.0.0
type installed
tloc 192.168.0.1, lte, ipsec
ultimate-tloc not set
domain-id not set
overlay-id 1
site-id 500
preference not set
tag not set
origin-proto iBGP
origin-metric 0
as-path not set
community 100:1 100:2 100:3
unknown-attr-len not set

ADVERTISED TO:
peer 192.168.0.1

ここでは、ユニキャストオーバーレイルーティングのサービス側とトランスポート側に BGP
を設定する方法について説明します。

サービス側ルーティングの設定

Cisco IOSXECatalyst SD-WANデバイスでルーティングを設定するには、1つまたは複数のVPN
をプロビジョニングします（セグメンテーションが必要な場合）。各VPN内で、そのVPNに
参加するインターフェイスと、その VPNで動作するルーティングプロトコルを設定します。

1. VPNを設定します。
Device(config)# vrf definition vpn-id
Device(config-vrf)# address-family ipv4
Device(config-ipv4)# exit
Device(config-vrf)# address-family ipv6
Device(config-ipv6)# exit
Device(config-vrf)# exit
Device(config)#
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vpn-idには、VPN 0および VPN 512以外の VPNである任意のサービス側 VPNを指定でき
ます。VPN 0はトランスポート VPNであり、制御トラフィックのみを伝送し、VPN 512
は管理 VPNです。

2. VPNで実行するように BGPを設定します。

1. ローカル AS番号を設定します。
Device(config)# router bgp local-as-number
Device(config-router)# address-family ipv4 unicast vrf vpn-id

AS番号は、2バイトのASDOT表記（1〜 65535）または 4バイトのASDOT表記（1.0
〜 65535.65535）で指定できます。

2. アドレスと AS番号（リモート AS番号）を指定して BGPピアを設定し、ピアへの接
続を有効にします。

Device(config-router-af)# neighbor neighbor-ip-address remote-as remote-as-number

3. Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスのシステム IPアドレスを設定します。
Device(config)# system system-ipaddress

SD-WAN IOS XEルータでの BGP設定の例

Device# show running-config system
system
system-ip 10.1.2.3

!
Device# show running-config vpn 1
router bgp 2
bgp log-neighbor-changes
timers bgp 1 111
neighbor 10.20.25.16 remote-as 1

!
address-family ipv4 unicast
neighbor 10.20.25.16 activate
exit-address-family
!
address-family vpnv4 unicast
neighbor 10.20.25.16 activate
neighbor 10.20.25.16 send-community extended
exit-address-family
!
address-family vpnv6 unicast
neighbor 10.20.25.16 activate
neighbor 10.20.25.16 send-community extended
exit-address-family
!
address-family ipv4 unicast vrf 1
redistribute connected
redistribute static
exit-address-family
!
address-family ipv6 unicast vrf 1
redistribute connected
redistribute omp

exit-address-family
!
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address-family ipv4 unicast vrf 2
redistribute connected

exit-address-family

ルートターゲットの設定例：

vrf config

vrf definition 1
rd 1:1

!
address-family ipv4

route-target export 200:1

route-target import 100:1

exit-address-family
!
address-family ipv6
route-target export 101:1
route-target import 201:1
exit-address-family

BGPルートと ASパス情報の再配布

デフォルトでは、他のルーティングプロトコルからのルートは BGPに再配布されません。こ
のことは、OMPはオーバーレイネットワーク全体の宛先へのルートを学習するため、BGPが
OMPルートを学習するのに役立ちます。Cisco Catalyst SD-WANデバイスの BGPは、ネット
ワークのサービス側にあるすべての BGPルータに OMPルートをアドバタイズします。

config-transaction
router bgp 2
address-family ipv4 unicast
redistribute omp route-map route_map

OMPルートを BGPに再配布して、それらのルートがネットワークのサービス側にあるすべて
の BGPルータにアドバタイズされるようにするには、トランスポート VRFや管理 VRFを除
くすべての VRFで再配布を設定します。

Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスの場合、ルータ BGP設定では、redistribute omp metric
がすべてのブランチで無効になっているため、redistributeompmetric 0設定の代わりに redistribute
omp route-map set/matchが使用されます。

デバイス(config)# router bgp 100

デバイス(config-router)# address-family ipv4 vrf 100

デバイス(config-router-af)# redistribute omp [route-map policy-name]

config-transaction
router bgp 100
address-family ipv4 vrf 100
redistribute omp route_map route_map

上記の例に示すように、OSPFなどの他のプロトコルから学習したルートを再配布し、BGPに
リッピングし、ポリシーを適用することもできます。
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ルートの再配布はネイバー単位で制御できます。

config-transaction
router bgp 100
address-family ipv4
neighbor 10.0.100.1 route-map route_map (in | out)

Cisco Catalyst SD-WANコントローラから OMPを介してから学習した BGPルートをアドバタ
イズするように Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスを設定できます。設定することで、
CiscoCatalyst SD-WANコントローラはオーバーレイネットワーク内の他のCisco IOSXECatalyst
SD-WANデバイスにそれらのルートをアドバタイズできます。BGPルートをグローバルに、
または特定の VRFに対してアドバタイズできます。

config-transaction
sdwan
omp
address-family ipv4 vrf 100
advertise bgp
exit

OSPFの設定
すべての Cisco Catalyst SD-WANデバイスに OSPFテンプレートを使用します。

Cisco IOSXESD-WANデバイスは、VPNの代わりにVRFを使用します。ただし、CiscoSD-WAN
Managerを介した Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスの設定には引き続き次の手順が適用
されます。設定を完了すると、VPN設定が VRF設定に自動的にマッピングされます。

（注）

Cisco SD-WAN Managerテンプレートを使用してデバイスで OSPFを設定するには、次の手順
を実行します。

1. OSPF機能テンプレートを作成して、OSPFパラメータを設定します。OSPFは、ローカル
サイトのネットワークへの到達可能性を提供するサービス側ルーティングに使用できま

す。また、ルータがWANクラウドに直接接続されていない場合に Cisco Catalyst SD-WAN
デバイス間の通信を可能にするトランスポート側ルーティングに使用できます。2つの
OSPFルーティングタイプに個別の OSPFテンプレートを作成します。

2. VPN機能テンプレートを作成して、サービス側 OSPFルーティング（VPN 0または VPN
512以外）またはトランスポート側 OSPFルーティング（VPN 0）の VPNパラメータを設
定します。詳細については、VPNのヘルプトピックを参照してください。

OSPFテンプレートの作成

1. Cisco SD-WAN Managerメニューから、[Configuration] > [Templates]の順に選択します。

2. [Device Template]をクリックします。
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Cisco vManageリリース 20.7.x以前のリリースでは、[Device Templates]のタイトルは [Device]
です。

（注）

3. [テンプレートの作成（Create Template）]をクリックします。

4. [Create Template]ドロップダウンリストから、[From Feature Template]を選択します。

5. [Device Model]ドロップダウンリストから、テンプレートを作成するデバイスのタイプを
選択します。VPN 0またはVPN 512のテンプレートを作成するには、次の手順を実行しま
す。

1. [Description]フィールドのすぐ下にある [Transport & Management VPN]をクリックする
か、[Transport & Management VPN]セクションまでスクロールします。

2. [Additional VPN 0 Templates]で、[OSPF]をクリックします。

3. [OSPF]ドロップダウンリストから、[Create Template]をクリックします。[OSPF]テン
プレートフォームが表示されます。フォームの上部にはテンプレートに名前を付ける

ためのフィールドがあり、下部には OSPFパラメータを定義するためのフィールドが
あります。

6. VPN 1〜 511および 513〜 65530のテンプレートを作成するには、次の手順を実行しま
す。

1. [Description]フィールドのすぐ下にある [ServiceVPN]をクリックするか、[ServiceVPN]
セクションまでスクロールします。

2. [Service VPN]ドロップダウンリストをクリックします。

3. [Additional VPN Templates]で、[OSPF]をクリックします。

4. [OSPF]ドロップダウンリストから、[Create Template]をクリックします。[OSPF]テン
プレートフォームが表示されます。フォームの上部にはテンプレートに名前を付ける

ためのフィールドがあり、下部には OSPFパラメータを定義するためのフィールドが
あります。

7. [テンプレート名（TemplateName）]フィールドに、テンプレートの名前を入力します。名
前の最大長は 128文字で、英数字のみを使用できます。

8. [Template Description]フィールドに、テンプレートの説明を入力します。説明の最大長は
2048文字で、英数字のみを使用できます。

初めて機能テンプレートを開くと、デフォルト値を持つパラメータごとに、その範囲が[Default]
に設定され（チェックマークで示される）、デフォルト設定またはデフォルト値が表示されま

す。デフォルト値を変更するか、値を入力するには、パラメータフィールドの左側にある

[Scope]ドロップダウンリストをクリックし、次のいずれかを選択します。
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表 9 :

範囲の説明パラメータの範囲

デバイス固有の値がパラメータに使用されます。デバイス固有のパラ

メータの場合、機能テンプレートに値を入力できません。CiscoSD-WAN
デバイスをデバイステンプレートに添付するときに、値を入力します。

[Device Specific]をクリックすると、[Enter Key]ボックスが表示されま
す。このボックスには、作成する CSVファイル内のパラメータを識別
する一意の文字列であるキーが表示されます。このファイルは、キーご

とに 1つの列を含む Excelスプレッドシートです。ヘッダー行にはキー
名（行ごとに1つのキー）が含まれます。その後の各行は、デバイスに
対応し、そのデバイスのキーの値を定義します。Cisco SD-WANデバイ
スをデバイステンプレートに添付するときに、このCSVファイルをアッ
プロードします。詳細については、「Create a Template Variables
Spreadsheet」を参照してください。

デフォルトキーを変更するには、新しい文字列を入力し、[Enter Key]
ボックスの外にカーソルを移動します。

デバイス固有のパラメータの例としては、システム IPアドレス、ホス
ト名、GPSロケーション、サイト IDなどがあります。

デバイス固有（ホス

トのアイコンで示さ

れる）

パラメータの値を入力し、その値をすべてのデバイスに適用します。

デバイスのグループにグローバルに適用できるパラメータの例として

は、DNSサーバー、Syslogサーバー、インターフェイスMTUなどがあ
ります。

グローバル（地球の

アイコンで示され

る）

基本的な OSPFの設定

基本的な OSPFを設定するには、[Basic Configuration]を選択し、次のパラメータを設定しま
す。パラメータはすべてオプションです。OSPFを機能させるには、次に説明するようにエリ
ア 0を設定する必要があります。

表 10 :

説明パラメータ名

10進数の 4つの部分からなるドット表記で OSPFルータ IDを入
力します。これは、リンクステートアドバタイズメント（LSA）
および隣接関係にある OSPFルータに関連付けられた一意の 32
ビット識別子です。

Router ID

他のドメインから学習したルートの OSPFルートアドミニスト
レーティブディスタンスを指定します。

範囲：0〜 255、デフォルト：110

Distance for External
Routes
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説明パラメータ名

あるエリアから別のエリアに到達するルートのOSPFルートアド
ミニストレーティブディスタンスを指定します。

範囲：0〜 255、デフォルト：110

Distance for Inter-Area
Routes

エリア内のルートのOSPFルートアドミニストレーティブディス
タンスを指定します。

範囲：0〜 255、デフォルト：110

Distance for Intra-Area
Routes

機能テンプレートを保存するには、[Save]をクリックします。

OSPFへのルートの再配布

他のプロトコルから学習したルートを Cisco SD-WANデバイス上の OSPFに再配布するには、
[Redistribute] > [Add New Redistribute]を選択し、次のパラメータを設定します。

表 11 :

説明パラメータ

名

OSPFにルートを再配布するプロトコルを選択します。[BGP]、[Connected]、
[NAT]、[OMP]、[EIGRP]、および [Static]から選択します。

Protocol

OSPFに再配布される前にルートに適用するローカライズされた制御ポリシー
の名前を入力します。

Route Policy

別の OSPFルート再配布ポリシーを追加するには、プラス記号（+）をクリックします。

テンプレートコンフィギュレーションからOSPFルート再配布ポリシーを削除するには、エン
トリの右側にあるゴミ箱アイコンをクリックします。

機能テンプレートを保存するには、[Save]をクリックします。

最大メトリックをアドバタイズする OSPFの設定

他のデバイスがCisco IOSXECatalyst SD-WANデバイスを最短パス優先（SPF）計算で中間ホッ
プとして優先しないように、OSPFが最大メトリックをアドバタイズするように設定するには、
[Maximum Metric (Router LSA)] > [Add New Router LSA]を選択し、次のパラメータを設定し
ます。
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表 12 :

説明パラメータ名

タイプを選択します。

• [Administrative]：オペレータの介入によって最大メトリックがただち
に有効になるようにします。

• [On-Startup]：指定した時間の最大メトリックをアドバタイズします。

Type

[On-Startup]を選択した場合は、ルータの起動後に最大メトリックをアド
バタイズする秒数を指定します。

範囲：0、5〜 86400秒、デフォルト：0秒（ルータが起動するとすぐに
最大メトリックがアドバタイズされます）

Advertisement
Time

機能テンプレートを保存するには、[Save]をクリックします。

OSPFエリアの設定

Cisco SD-WANデバイスの VPN内の OSPFエリアを設定するには、[Area] > [Add New Area]を
選択します。OSPFを機能させるには、エリア 0を設定する必要があります。

表 13 :

説明パラメータ名

OSPFエリアの番号を入力します。

範囲：32ビットの数値

Area Number

OSPFエリアのタイプ（[Stub]または [NSSA]）を選択します。Set the Area
Type

エリアに OSPFサマリールートを挿入しない場合は、[On]をクリックしま
す。

No Summary

エリアタイプを NSSAとして設定した場合は、ABR（エリア境界ルータ）
である Cisco Catalyst SD-WANデバイスがタイプ 7 LSAをタイプ 5 LSAに変
換できるタイミングを選択します。

• [Always]：ルータは常にタイプ7LSAのトランスレータとして機能しま
す。つまり、ABRであっても、他のルータがトランスレータになるこ
とはありません。2つの ABRが常にトランスレータになるように設定
されている場合、実際に変換されるのは 1つの ABRだけです。

• [Candidate]：ルータは変換サービスを提供しますが、トランスレータに
なることを要求しません。

• [Never]：タイプ 7 LSAを変換しません。

Translate
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新しいエリアを保存するには、[Add]をクリックします。

機能テンプレートを保存するには、[Save]をクリックします。

OSPFエリアでのインターフェイスの設定

OSPFエリアのインターフェイスのプロパティを設定するには、[Area]> [Add New Area]> [Add
Interface]の順に選択します。[Add Interface]ポップアップで、次のパラメータを設定します。

表 14 :

説明パラメータ名

インターフェイスの名前を ge slot/portまたは loopback numberの形
式で入力します。

Interface Name

ルータが OSPF helloパケットを送信する頻度を指定します。

範囲：1〜 65535秒、デフォルト：10秒

Hello Interval

Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスがネイバーから OSPF hello
パケットを受信する頻度を指定します。パケットを受信しない場

合、Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスはネイバーがダウンし
ていると見なします。

範囲：1〜 65535秒、デフォルト：40秒（デフォルトの hello間隔
の 4倍）

Dead Interval

OSPFプロトコルが LSAをネイバーに再送信する頻度を指定しま
す。

範囲：1〜 65535秒、デフォルト：5秒

LSA Retransmission
Interval

OSPFインターフェイスのコストを指定します。

範囲：1〜 65535

Interface Cost

OSPFエリアでインターフェイスの詳細オプションを設定するには、[Add Interface]ポップアッ
プで [Advanced Options]をクリックし、次のパラメータを設定します。

表 15 :

説明パラメータ名

ルータが代表ルータ（DR）として選択される優先順位を設定します。
最大の優先順位を持つルータがDRになります。優先順位が等しい場
合、ルータ IDが最も高いノードが DRまたはバックアップ DRにな
ります。

範囲：0〜 255、デフォルト：1

Designated Router
Priority
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説明パラメータ名

インターフェイスを接続する OSPFネットワークタイプを選択しま
す。

•ブロードキャストネットワーク：WANまたは同様のネットワー
ク。

•ポイントツーポイントネットワーク：インターフェイスは単一
のリモート OSPFルータに接続します。

•非ブロードキャスト：ポイントツーマルチポイント。

デフォルト：ブロードキャスト

OSPF Network Type

[On]または [Off]をクリックして、OSPFインターフェイスをパッシ
ブに設定するかどうかを指定します。パッシブインターフェイスはア

ドレスをアドバタイズしますが、OSPFプロトコルをアクティブに実
行しません。デフォルト：[Off]

Passive Interface

インターフェイスで認証および認証キーを指定して、OSPFがルー
ティングアップデート情報を安全に交換できるようにします。

Authentication

認証タイプを選択します。

•簡易認証：パスワードはクリアテキストで送信されます。

•メッセージダイジェスト認証：MD5アルゴリズムによりパスワー
ドが生成されます。

• Authentication Type

認証キーを入力します。プレーンテキスト認証は、エリア内のデバイ

スがより安全度が高いMD5認証をサポートできない場合に使用され
ます。1～ 32文字のキーを使用できます。

• Authentication Key

MessageDigest（MD5）を使用している場合は、キー IDと認証キーを
指定します。

• Message Digest

メッセージダイジェスト（MD5認証）のキー IDを入力します。1～
32文字の IDを使用できます。

• Message Digest Key
ID

クリアテキストで、またはAES暗号化キーとして、MD5認証キーを
入力します。1～ 255文字のキーを使用できます。

• Message Digest Key

インターフェイス設定を保存するには、[Save]をクリックします。

新しいエリアを保存するには、[Add]をクリックします。

機能テンプレートを保存するには、[Save]をクリックします。
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サマリー LSAのインターフェイス範囲の設定

OSPFエリアのインターフェイスのプロパティを設定するには、[Area]> [Add New Area]> [Add
Range]の順に選択します。[Area Range]ポップアップで [Add Area Range]をクリックし、次の
パラメータを設定します。

表 16 :

説明パラメータ

名

統合およびアドバタイズする IPアドレスの IPアドレスとサブネットマスクを
プレフィックス/長さの形式で入力します。

Address

タイプ 3サマリー LSAの番号を指定します。OSPFは、SPF計算時にこのメト
リックを使用して、宛先への最短パスを決定します。

範囲：0〜 16777215

Cost

タイプ 3サマリー LSAをアドバタイズしない場合は [On]を、アドバタイズす
る場合は [Off]をクリックします。

No Advertise

エリア範囲を保存するには、[Save]をクリックします。

新しいエリアを保存するには、[Add]をクリックします。

機能テンプレートを保存するには、[Save]をクリックします。

他の OSPFプロパティの設定

他の OSPFプロパティを設定するには、[Advanced]をクリックし、次のプロパティを設定しま
す。

表 17 :

説明パラメータ名

インターフェイスのOSPF自動コスト計算の基準帯域幅を指定します。

範囲：1〜 4294967 Mbps、デフォルト：100 Mbps

Reference Bandwidth

デフォルトでは、OSPF計算はRFC1583に従って行われます。RFC2328
に基づいてサマリールートのコストを計算するには、[Off]をクリック
します。

RFC 1538
Compatible
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説明パラメータ名

デフォルトの外部ルートを OSPFルーティングドメインに生成するに
は、[On]をクリックします。

• [Always]：OSPFルーティングドメインでデフォルトルートを常に
アドバタイズするには、[On]をクリックします。

• [Default metric]：デフォルトルートの生成に使用されるメトリック
を設定します。

範囲：0〜 16777214、デフォルト：10

• [Metric type]：デフォルトルートを OSPFタイプ 1外部ルートまた
はOSPFタイプ2外部ルートとしてアドバタイズする場合に選択し
ます。

Originate

トポロジに対する最初の変更を受信してから SPF計算を実行するまで
の時間を指定します。

範囲：0〜 600000ミリ秒（60秒）、デフォルト：200ミリ秒

SPF Calculation
Delay

連続する SPF計算間の時間を指定します。

範囲：0〜 600000ミリ秒（60秒）、デフォルト：1000ミリ秒

Initial Hold Time

連続する SPF計算間の最長時間を指定します。

範囲：0〜 600000、デフォルト：10000ミリ秒（60秒）

Maximum Hold Time

OSPFネイバーからのルートに適用するローカライズされた制御ポリ
シーの名前を入力します。

Policy Name

機能テンプレートを保存するには、[Save]をクリックします。

CLIを使用した OSPFの設定
ここでは、ユニキャストオーバーレイルーティングの基本的なサービス側 OSPFの設定方法
について説明します。

基本的なサービス側 OSPFの設定

Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスでルーティングを設定するには、VRFをプロビジョニ
ングします（セグメンテーションが必要な場合）。各 VRF内で、その VRFに参加するイン
ターフェイスと、その VRFで動作するルーティングプロトコルを設定します。
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CLIからOSPFを設定する場合は、OSPFプロセス ID（PID）とVRF IDが一致することを確認
して、OSPFの OMP再配布が指定された VRFで機能するようにします。プロセス IDは、イ
ンターフェイスが属するOSPFプロセスの IDです。プロセス IDはルータに対してローカルで
あり、ローカル OSPFプロセスの識別子として使用されます。

（注）

次に、Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスでサービス側 OSPFを設定する例を示します。

config-transaction
router ospf 1 vrf1
auto-cost reference-bandwidth 100
max-metric router-lsa
timers throttle spf 200 1000 10000
router-id 172.16.255.15
default-information originate
distance ospf external 110
distance ospf inter-area110
distance ospf intra-area110
distredistribute connected subnets route-map route_map
exit
interface GigabitEthernet0/0/1
no shutdown
arp timeout 1200
vrf forwarding 1
ip address 10.1.100.14 255.255.255.0
ip redirects
ip mtu 1500
ip ospf 1 area 0
ip ospf network broadcast
mtu 1500
negotiation auto
exit

OMPの設定
OMPテンプレートを使用して、すべての Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイス、および
Cisco Catalyst SD-WANコントローラの OMPパラメータを設定します。

OMPはすべての Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイス、Cisco SD-WANManager NMS、およ
び Cisco Catalyst SD-WANコントローラではデフォルトで有効になっているため、OMPを明示
的に有効にする必要はありません。Cisco SD-WANオーバーレイネットワークが機能するに
は、OMPが動作可能である必要があります。OMPを無効にすると、オーバーレイネットワー
クが無効になります。
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• OMPのルートアドバタイズメントは、グローバルレベルまたは特定の VRFレベルで設定
を適用することによって行われます。OMPのルートアドバタイズメントの詳細について
は、このトピックの「OMPアドバタイズメントの設定」セクションを参照してください。

• Cisco IOSXECatalyst SD-WANデバイスは、VPNの代わりにVRFを使用します。ただし、
Cisco SD-WAN Managerを介した Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスの設定には引き
続き次の手順が適用されます。設定を完了すると、VPN設定が VRF設定に自動的にマッ
ピングされます。

（注）

OMPテンプレートの作成

1. Cisco SD-WAN Managerメニューから、[Configuration] > [Templates]の順に選択します。

2. [Device Template]をクリックします。

Cisco vManageリリース 20.7.x以前のリリースでは、[Device Templates]のタイトルは [Device]
です。

（注）

3. [テンプレートの作成（Create Template）]をクリックします。

4. [Create Template]ドロップダウンリストから、[From Feature Template]を選択します。

5. [Device Model]ドロップダウンリストから、テンプレートを作成するデバイスのタイプを
選択します。

6. OMPのカスタムテンプレートを作成するには、[Factory_Default_OMP_Template]を選択し、
[CreateTemplate]をクリックします。[OMP]テンプレートフォームが表示されます。フォー
ムの上部にはテンプレートに名前を付けるためのフィールドがあり、下部には OMPパラ
メータを定義するためのフィールドがあります。さらにフィールドを表示するには、

[Operation]またはプラス記号（+）をクリックする必要がある場合があります。

7. [テンプレート名（TemplateName）]フィールドに、テンプレートの名前を入力します。名
前の最大長は 128文字で、英数字のみを使用できます。

8. [Template Description]フィールドに、テンプレートの説明を入力します。説明の最大長は
2048文字で、英数字のみを使用できます。

初めて機能テンプレートを開くと、デフォルト値を持つパラメータごとに、その範囲が[Default]
に設定され（チェックマークで示される）、デフォルト設定またはデフォルト値が表示されま

す。デフォルト値を変更するか、値を入力するには、パラメータフィールドの左側にある

[Scope]ドロップダウンリストをクリックし、次のいずれかを選択します。

ユニキャストオーバーレイルーティング

51

ユニキャストオーバーレイルーティング

OMPの設定



表 18 :

範囲の説明パラメータの範囲

デバイス固有の値がパラメータに使用されます。デバイス固有のパラ

メータの場合、機能テンプレートに値を入力できません。CiscoSD-WAN
デバイスをデバイステンプレートに添付するときに、値を入力します。

[Device Specific]をクリックすると、[Enter Key]ボックスが表示されま
す。このボックスには、作成する CSVファイル内のパラメータを識別
する一意の文字列であるキーが表示されます。このファイルは、キー

ごとに 1つの列を含む Excelスプレッドシートです。ヘッダー行には
キー名（行ごとに 1つのキー）が含まれます。その後の各行は、デバ
イスに対応し、そのデバイスのキーの値を定義します。Cisco SD-WAN
デバイスをデバイステンプレートに添付するときに、この CSVファイ
ルをアップロードします。

デフォルトキーを変更するには、新しい文字列を入力し、[Enter Key]
ボックスの外にカーソルを移動します。

デバイス固有のパラメータの例としては、システム IPアドレス、ホス
ト名、GPSロケーション、サイト IDなどがあります。

デバイス固有（ホス

トのアイコンで示さ

れる）

パラメータの値を入力し、その値をすべてのデバイスに適用します。

デバイスのグループにグローバルに適用できるパラメータの例として

は、DNSサーバー、Syslogサーバー、インターフェイスMTUなどが
あります。

グローバル（地球の

アイコンで示され

る）

基本的な OMPオプションの設定

基本的な OMPオプションを設定するには、[Basic Configuration]をクリックし、次のパラメー
タを設定します。パラメータはすべてオプションです。

表 19 :

説明パラメータ名

グレースフルリスタートを有効にするには、[Yes]が選択されている
ことを確認します。デフォルトでは、OMPのグレースフルリスター
トは有効になっています。

Graceful Restart for
OMP

OMPがルータの BGPネイバーにアドバタイズする BGP AS番号を指
定します。

Overlay AS Number
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説明パラメータ名

OMP情報キャッシュをフラッシュして更新する頻度を指定します。
タイマー値を 0にすると、OMPグレースフルリスタートが無効にな
ります。

範囲：0〜 604800秒（168時間、7日）、デフォルト：43200秒（12
時間）

Graceful Restart Timer

プレフィックスごとにアドバタイズされる等コストルートの最大数を

指定します。がルートを Cisco Catalyst SD-WANコントローラにアド
バタイズし、コントローラが学習したルートを再配布し、各ルート

TLOCタプルをアドバタイズします。Cisco IOS XE Catalyst SD-WAN
デバイスは最大 4つの TLOCを持つことができ、デフォルトでは各
ルート TLOCタプルを Cisco Catalyst SD-WANコントローラにアドバ
タイズします。ローカルサイトに Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバ
イスが2つある場合、CiscoCatalystSD-WANコントローラは同じルー
トに対して8つのルートTLOCタプルを学習する可能性があります。
設定された制限がルートTLOCタプルの数よりも小さい場合は、最適
なルートがアドバタイズされます。

範囲：1〜 16、デフォルト：4

Number of Paths
Advertised Per Prefix

Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスのローカルルートテーブルに
インストールできる Cisco Catalyst SD-WANコントローラから受信す
る OMPパスの最大数を指定します。デフォルトでは、Cisco IOS XE
Catalyst SD-WANデバイスはルートテーブルに最大 4つの一意のOMP
パスをインストールします。

範囲：1〜 16、デフォルト：4

ECMP Limit

OMPが Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスにバックアップルー
トをアドバタイズするようにするには、[On]をクリックします。デ
フォルトでは、OMPは最適なルートのみをアドバタイズします。バッ
クアップパスを送信するように設定すると、OMPは最適なルートに
加えて、最初の最適ではないルートもアドバタイズします。

Send Backup Paths
（Cisco Catalyst
SD-WANコントローラ
のみ）

Cisco SD-WANオーバーレイネットワークを有効にするために [No]
が選択されていることを確認します。[Yes]をクリックして OMPを
無効にし、Cisco SD-WANオーバーレイネットワークを無効にしま
す。OMPはデフォルトで有効になっています。

Shutdown

ポリシーに基づいて拒否されたルートをOMPで破棄するには、[Yes]
をクリックします。デフォルトでは、拒否されたルートは破棄されま

せん。

Discard Rejected
（Cisco Catalyst
SD-WANコントローラ
のみ）

機能テンプレートを保存するには、[Save]をクリックします。
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OMPタイマーの設定

OMPタイマーを設定するには、[Timers]をクリックし、次のパラメータを設定します。

表 20 :

説明パラメータ名

OMP更新パケット間の時間を設定します。

範囲：0〜 65535秒、デフォルト：1秒

Advertisement
Interval

ピアへの OMP接続を閉じるまでの待機時間を指定します。ピアがホー
ルド時間内に3回連続してキープアライブメッセージを受信しない場合、
ピアへの OMP接続は閉じられます。

範囲：0〜 65535秒、デフォルト：60秒

Cisco Catalyst SD-WAN Managerリリース 20.12.1以降では、デフォルト
の保留時間は 300秒です。

Hold Time

OMPセッションがダウンしてから復帰し、End-of-RIB（EOR）マーカー
を送信するまでの待機時間を指定します。このマーカーが送信された後、

OMPセッションの復帰後に更新されなかったルートは、古いルートと見
なされ、ルートテーブルから削除されます。

範囲：1〜 3600秒（1時間）、デフォルト：300秒（5分）

EOR Timer

機能テンプレートを保存するには、[Save]をクリックします。

OMPアドバタイズメントの設定

OMPのルートアドバタイズメントは、グローバルレベルまたは特定のVRFレベルで設定を適
用することによって行われます。

（注）

Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスによってローカルに学習されたルートを OMPにアド
バタイズするには、[Advertise]をクリックし、次のパラメータを設定します。

ユニキャストオーバーレイルーティング

54

ユニキャストオーバーレイルーティング

OMPの設定



表 21 :

説明パラメータ

名

ローカルで学習したルートを Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスが OMPに
アドバタイズするのを有効にする場合は [On]をクリックし、無効にする場合は
[Off]をクリックします。

• [BGP]：BGPルートを OMPにアドバタイズするには、[On]をクリックしま
す。デフォルトでは、BGPルートは OMPにアドバタイズされません。

• [Connected]：OMPへの接続ルートのアドバタイズを無効にするには、[Off]
をクリックします。デフォルトでは、接続ルートは OMPにアドバタイズさ
れます。

• [OSPF]：[On]をクリックし、OMPに外部 OSPFルートをアドバタイズする
ために表示される [External]フィールドでもう一度 [On]をクリックします。
エリア間およびエリア内の OSFPルートは常に OMPにアドバタイズされま
す。デフォルトでは、外部OSPFルートはOMPにアドバタイズされません。

• [Static]：OMPへのスタティックルートのアドバタイズを無効にするには、
[Off]をクリックします。デフォルトでは、スタティックルートはOMPにア
ドバタイズされます。

OMPへのVPNごとのルートアドバタイズメントを設定するには、VPN機能テン
プレートを使用します。

Advertise

[Save]をクリックします。

CLIを使用した OMPの設定
デフォルトでは、OMPはすべてのCisco IOSXECatalyst SD-WANデバイスおよびCisco Catalyst
SD-WANコントローラで有効になっています。Cisco SD-WANオーバーレイネットワークが機
能するには、OMPが動作している必要があります。OMPを無効にすると、オーバーレイネッ
トワークが無効になります。

Cisco SD-WANの OMPサポートには、次のものが含まれます。

• IPv6サービスルート

• IPv4および IPv6プロトコル。デフォルトでは両方ともオン

• BGP、EIGRP、OSPF、接続ルート、スタティックルートなどへのOMPルートアドバタイ
ズメント
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OMPグレースフルリスタートの設定

OMPグレースフルリスタートは、Cisco Catalyst SD-WANコントローラおよび Cisco SD-WAN
デバイスで、デフォルトで有効になっています。OMPグレースフルリスタートには、キャッ
シュされ、アドバタイズされたルートを保持する期間を OMPピアに伝えるタイマーがありま
す。このタイマーが期限切れになると、キャッシュされたルートは無効と見なされ、OMPピ
アはルートテーブルからそれらのルートをフラッシュします。

デフォルトのタイマーは 43,200秒（12時間）で、タイマーの範囲は 1〜 604,800秒（7日）で
す。デフォルトのタイマー値を変更するには、次の手順を実行します。

Device# config-transaction
Device(config)# sdwan
Device(config-omp)# timers graceful-restart-timer seconds

OMPグレースフルリスタートを無効にするには、次の手順を実行します。
Device(config-omp)# no graceful-restart

グレースフルリスタートタイマーは、各OMPピアで個別に設定されます。つまり、Cisco IOS
XE Catalyst SD-WANデバイスと Cisco Catalyst SD-WANコントローラで個別に設定されます。
この点を説明するために、300秒（5分）のグレースフルリスタート時間を使用する Cisco
SD-WANコントローラ、および 600秒（10分）のタイマーが設定された Cisco IOS XE Catalyst
SD-WANデバイスを考えてみましょう。Cisco Catalyst SD-WANコントローラは、そのデバイ
スから学習した OMPルートを 10分間保持します。この時間は、デバイスに設定され、OMP
セッションのセットアップ中にデバイスから Cisco Catalyst SD-WANコントローラに送信され
たグレースフルリスタートタイマー値です。Cisco IOSXECatalyst SD-WANデバイスは、Cisco
SD-WANコントローラから学習したルートを 5分間保持します。この時間は、Cisco Catalyst
SD-WANコントローラで使用されるデフォルトのグレースフルリスタート時間値であり、OMP
セッションのセットアップ中にコントローラからデバイスに送信された値でもあります。

Cisco Catalyst SD-WANコントローラがダウンしており、Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイ
スがキャッシュされたOMP情報を使用している場合、デバイスをリブートすると、キャッシュ
された情報が失われるため、Cisco Catalyst SD-WANコントローラへのコントロールプレーン
接続を確立できるまでデータトラフィックを転送できません。

OMPへのルートのアドバタイズ

表 22 :機能の履歴

説明リリース情報機能名

これは、ブラックホールルーティングを回避するた

めにルート再配布用に設定されたルートに対しての

みOMPルート集約が実行される拡張機能です。こ
の拡張機能は、再配布が要求された場合にのみ、

OSPFプロトコル、接続プロトコル、静的プロトコ
ル、BGPプロトコル、およびその他のプロトコル
に適用されます。

Cisco IOS XE
Catalyst SD-WANリ
リース 17.3.1a

Cisco vManageリ
リース 20.3.1

OMPルート集約
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デフォルトでは、Cisco IOSXECatalyst SD-WANデバイスは接続ルート、スタティックルート、
OSPFエリア間ルート、OSPFエリア内ルート、OSPFv3 IPv6エリア内ルートをアドバタイズ
し、OSPF IPv6エリア間ルートがデバイスのドメインを担当する Cisco Catalyst SD-WANコン
トローラの OMPにアドバタイズされます。

デバイスにこれらのルートを OMPにアドバタイズさせ、Cisco Catalyst SD-WANコントローラ
にデバイスのドメインを担当させるには、advertiseコマンドを使用します。

OMPでのルートアドバタイズメントの設定は、グローバルレベルまたは特定のVRFレベルで
設定を適用することによって行われます。

（注）

次の例では、すべての VRFの BGPルートの OMPアドバタイズメントを有効にします。すべ
ての VRFに対する OMPプロトコルのプロトコルルートアドバタイズメントを有効にするに
は、グローバルレベルで設定を追加します。

Device(config)# sdwan
Device(config-sdwan)# omp
Device(config-omp)# address-family ipv4
Device(config-ipv4)# advertise bgp

少数の VRFのプロトコルルートアドバタイズメントを有効にするには、no advertise bgpコマ
ンドを使用してグローバルレベルの設定を削除し、VRFレベルごとの設定を追加します。
Device(config)# sdwan
Device(config-sdwan)# omp
Device(config-omp)# address-family ipv4
Device(config-ipv4)# no advertise bgp
Device(config-ipv4)# address-family ipv4 vrf 2
Device(config-vrf-2)# advertise bgp
Device(config-vrf-2)# address-family ipv4 vrf 4
Device(config-vrf-4)# advertise bgp
Device(config-vrf-4)# commit

すべてまたは少数のVRFに対して特定のプロトコルルートアドバタイズメントを無効にする
には、その設定がグローバルレベルにも、VRFレベルにも存在しないことを確認します。

（注）

デバイスに設定されているすべてのVRFに対して、そのデバイスがOMPにアドバタイズする
ルートを設定するには、次の手順を実行します。

config-transaction
sdwan
omp
address-family ipv4
advertise ospf external
advertise bgp
advertise eigrp
advertise connected
advertise static
exit

address-family ipv6
advertise ospf external
advertise bgp
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advertise eigrp
advertise connected
advertise static
exit

OSPFの場合、ルートタイプは externalにできます。

bgp、connected、ospf、および staticオプションは、そのタイプのすべての学習済みルートまた
は設定済みルートを OMPにアドバタイズします。プロトコルのすべてのルートをアドバタイ
ズする代わりに、特定のルートをアドバタイズするには、networkオプションを使用して、ア
ドバタイズするルートのプレフィックスを指定します。

デバイスの特定のVRFに対して、そのデバイスがOMPにアドバタイズするルートを設定する
には、次の手順を実行します。

config-transaction
sdwan
omp
address-family ipv4 vrf 1
advertise aggregate prefix 10.0.0.0/8
advertise ospf external
advertise bgp
advertise eigrp
advertise connected
advertise static
exit

address-family ipv6 vrf 1
advertise aggregate 2001:DB8::/32
advertise ospf external
advertise bgp
advertise eigrp
advertise connected
advertise static
exit

個々の VRFの場合、指定したプレフィックスからのルートは、advertise protocol configコマ
ンドを使用して OMPにアドバタイズした後に集約できます。デフォルトでは、集約されたプ
レフィックスとすべての個々のプレフィックスがアドバタイズされます。集約されたプレフィッ

クスだけをアドバタイズするには、次に示すように、aggregate-onlyオプションを含めます。

config-transaction
sdwan
omp
address-family ipv4 vrf 1
advertise aggregate 10.0.0.0/8 aggregate-only
exit

OMPのルートアドバタイズメントは、グローバルレベルで設定を適用するか、特定のVRFに
設定を適用することによって行われます。特定の VRF設定が、OMPのグローバル VRF設定
をオーバーライドすることはありません。

（注）

BGPは、ルートをOMPにアドバタイズするときに、各プレフィックスのメトリックをアドバ
タイズします。BGPは、プレフィックスの ASパスもアドバタイズできます。
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config-transaction
router bgp 200
address-family ipv4 vrf 11
neighbor 10.20.1.0 remote-as 200
propagate-aspath
exit

ASパス情報を伝達するように BGPを設定すると、デバイスは BGPを実行している Cisco IOS
XE Catalyst SD-WANデバイス（サービス側ネットワーク内）の背後にあるデバイスにASパス
情報を送信し、それらのルータから ASパス情報を受信します。BGPルートを OMPに再配布
する場合、ASパス情報はアドバタイズされたBGPルートに含まれます。オーバーレイネット
ワーク内のすべてのデバイスではなく、一部のデバイスで BGP ASパスの伝達を設定した場
合、設定されていないデバイスは ASパス情報を受信しますが、ローカルサービス側ネット
ワークの BGPルータには転送しません。ASパス情報を伝達することで、BGPルーティング
ループを回避できます。

オーバーレイ接続とアンダーレイ接続の両方があるネットワークでは（たとえば、デバイスが

Cisco SD-WANオーバーレイネットワークとMPLSアンダーレイネットワークの両方で相互接
続されている場合）、AS番号として OMP自体に割り当てることができます。BGPを実行し
ているデバイスの場合、このオーバーレイAS番号は BGPルートアップデートのASパスに含
まれます。オーバーレイ ASを設定するには、次の手順を実行します。

config-transaction
sdwan
omp
overlay-as 55
exit

AS番号は、2バイトの ASDOT表記（1〜 65535）または 4バイトの ASDOT表記（1.0〜
65535.65535）で指定できます。ベストプラクティスとして、オーバーレイ AS番号は、オー
バーレイネットワークとアンダーレイネットワークの両方で一意の AS番号にすることを推奨
します。その場合は、ネットワークの他の場所で使用されていない AS番号を選択します。

オーバーレイネットワーク内の複数のデバイスに同じオーバーレイ AS番号を設定すると、そ
れらのデバイスはすべて同じ ASの一部と見なされるため、オーバーレイ AS番号を含むルー
トは転送されません。このメカニズムは、ネットワーク内の BGPルーティングループを防止
するための追加技術です。

アドバタイズされるルートの数の設定

Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスには最大 8つのWANインターフェイスを設定でき、
各WANインターフェイスには異なる TLOCがあります（WANインターフェイスは、トンネ
ルインターフェイスとして設定されているVPN0（またはトランスポートVRF）内の任意のイ
ンターフェイスです。物理インターフェイスとループバックインターフェイスの両方をトンネ

ルインターフェイスとして設定できます）。つまり、各ルータに最大 8つのTLOCを設定でき
ます。デバイスは各ルート TLOCタプルを Cisco Catalyst SD-WANコントローラにアドバタイ
ズします。

Cisco Catalyst SD-WANコントローラは、Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスから学習した
ルートを再配布し、各ルートTLOCタプルをアドバタイズします。たとえば、ローカルサイト
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に 2つのデバイスがある場合、Cisco Catalyst SD-WANコントローラは同じルートの 8つのルー
ト TLOCタプルを学習する可能性があります。

デフォルトでは、Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスと Cisco Catalyst SD-WANコントロー
ラは同じルートに対して最大 4つの等コストルートTLOCタプルをアドバタイズします。同じ
ルートについて 1〜 16のルート TLOCタプルをアドバタイズするようにデバイスを設定でき
ます。

Device(config-omp)# send-path-limit 14

Cisco Catalyst SD-WAN制御コンポーネントリリース 20.8.x以降では、階層型 SD-WAN環境で
動作するCisco SD-WANコントローラを設定して、同じルートについて 1～ 32のルートTLOC
タプルをエッジデバイスにアドバタイズできます。

Cisco SD-WANコントローラリリース 20.9.x以降では、任意の Cisco SD-WAN環境の Cisco
SD-WANコントローラを設定して、同じルートについて 1～ 32のルート TLOCタプルをエッ
ジデバイスにアドバタイズできます。

制限がルート TLOCタプルの数よりも小さい場合、Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスま
たは Cisco Catalyst SD-WANコントローラは最適なルートをアドバタイズします。

インストール済み OMPパスの数の設定

Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスは、Cisco Catalyst SD-WANコントローラから受信した
OMPパスをローカルルートテーブルにインストールします。デフォルトでは、Cisco IOS XE
Catalyst SD-WANデバイスはルートテーブルに最大 4つの一意の OMPパスをインストールし
ます。次の番号を変更できます。

Device(config-omp)# ecmp-limit 2

インストールされる OMPパスの最大数は 1〜 16です。

OMPホールド時間の設定

OMPホールド時間により、ピアへのOMP接続を閉じるまでの待機時間が決まります。ピアが
ホールド時間内に 3回連続してキープアライブメッセージを受信しない場合、ピアへの OMP
接続は閉じられます。デフォルトの OMPホールド時間は 60秒ですが、最大 65,535秒に設定
できます。

Cisco Catalyst SD-WAN Managerリリース 20.12.1以降では、デフォルトの保留時間は 300秒で
す。

OMPホールド時間間隔を変更するには、次の手順を実行します。
Device(config-omp)# timers holdtime 75

ホールド時間は 0〜 65535秒の範囲で指定できます。

キープアライブタイマーはホールド時間の 3分の 1であり、設定できません。

ローカルデバイスとピアのホールド時間間隔が異なる場合は、大きい方の値が使用されます。

ホールド時間を0に設定すると、ローカルデバイスとピアのキープアライブタイマーとホール
ドタイマーは 0に設定されます。
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ホールド時間は、トランスポート VRFのWANトンネルインターフェイスで設定された hello
tolerance間隔の 2倍以上である必要があります。hello toleranceインターフェイスを設定するに
は、hello-toleranceコマンドを使用します。

OMP更新アドバタイズメント間隔の設定

デフォルトでは、OMPは更新パケットを 1秒に 1回送信します。この間隔を変更するには、
次の手順を実行します。

Device(config-omp)# timers advertisement-interval 5000

間隔は 0〜 65535秒の範囲で指定できます。

End-of-RIBタイマーの設定

OMPセッションがダウンし再びアップした後、300秒（5分）後に End-of-RIB（EOR）マー
カーが送信されます。このマーカーが送信された後、OMPセッションの復帰後に更新されな
かったルートは、古いルートと見なされ、ルートテーブルから削除されます。EORタイマーを
変更するには、次の手順を実行します。

Device(config-omp)# timers eor-timer 300

時間の範囲は 1〜 3600秒（1時間）です。

複数の BGPコミュニティの OMPタグへのマッピング

表 23 :機能の履歴

説明リリース

情報

機能名

この機能を使用すると、Cisco Catalyst SD-WANコン
トローラおよび Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバ
イスの OMPルートに関する情報を表示できます。
OMPルートは、デバイスがローカルネットワーク上
で実行されているルーティングプロトコルから学習

した情報を伝送します。情報には、BGPおよびOSPF
から学習したルート、直接ルート、接続ルート、お

よびスタティックルートが含まれます。

Cisco IOS XE
Catalyst SD-WAN
リリース 17.2.1r

複数の BGPコミュ
ニティのOMPタグ
へのマッピング

show sdwan omp routesコマンドの詳細については、show sdwan mp routesを参照してくださ
い。

OSPFv3の設定
Cisco SD-WAN Managerテンプレートを使用して OSPFv3ルーティングプロトコルを設定する
には、次の手順を実行します。

1. OSPFv3機能テンプレートを作成して、OSPFv3パラメータを設定します。

ユニキャストオーバーレイルーティング

61

ユニキャストオーバーレイルーティング

OSPFv3の設定

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/sdwan/command/sdwan-cr-book/operational-cmd.html#wp4132987585


2. VPN機能テンプレートを作成して、サービス側ルーティング（VPN 0または VPN 512以
外の VPN）の VPNパラメータを設定します。

3. デバイステンプレートを作成し、正しいデバイスにテンプレートを適用します。

OSPFv3テンプレートの作成

1. Cisco SD-WAN Managerメニューから、[Configuration] > [Templates]を選択します。

2. [Feature Templates]をクリックします。

Cisco vManageリリース 20.7.x以前のリリースでは、[Feature Templates]のタイトルは [Feature]
です。

（注）

3. [Add Template]をクリックし、リストからデバイスを選択します。

4. [Other Templates]セクションで、[OSPFv3]を選択し、テンプレートの名前と説明を入力し
ます。

5. [IPv4]または [IPv6]を選択します。

基本設定

[Basic Configuration]をクリックして、テンプレートの基本的な詳細を設定します。

説明パラメータ名

ルータの IPアドレスを入力します。例：
10.20.1.1

Router ID

ルータを設置するアドミニストレーティブディ

スタンスを入力します。

Distance

他のドメインから学習したルートの OSPFv3
ルートアドミニストレーティブディスタンス

を指定します。

範囲：0〜 255

デフォルト：110

External Routes

あるエリアから別のエリアに到達するルート

の OSPFv3ルートアドミニストレーティブ
ディスタンスとして適用する値を入力します。

範囲：0〜 255

デフォルト：110

Inter-Area Routes
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説明パラメータ名

直接接続されたエリアからのルートの OSPF
ルートアドミニストレーティブディスタンス

として適用する値を入力します。

範囲：0〜 255

デフォルト：110

Intra-Area Routes

スロットリングの最短パス優先（SPF）タイ
マーを指定します。

Timers Throttle SPF

ルートマップを指定して、ルート属性を変更

するか、または OSPFv3がグローバルまたは
VRFルーティングテーブルにインストールす
るルートをフィルタリングします。

Table Map

テーブルマップに指定されたルートマップで

受け入れられないルートをフィルタリングす

るには、[On]をクリックします。

Filter

OSPFv3に対するルートの再配布の設定

他のプロトコルから学習したルートを Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイス上の OSPFに再
配布するには、[Redistribute] > [Add New Redistribute]を選択し、次のパラメータを設定しま
す。

表 24 : Redistribution Parameters

説明値パラメータ名

この設定をデバイス固有としてマークするには、[Optional]をクリックしま
す。デバイスにこの設定を含めるには、デバイステンプレートをデバイスに

添付するときに要求された変数値を入力するか、テンプレート変数スプレッ

ドシートを作成して変数を適用します。

Mark as
Optional Row
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説明値パラメータ名

すべての OSPFv3セッションについて、OSPFv3にルートを再配布するプロ
トコルを選択します。

Protocol *

BGPルートを OSPFv3に再配布します。bgp

接続ルートを OSPFv3に再配布します。connected

NATルートを OSPFv3に再配布します。nat-route

OMPルートを OSPFv3に再配布します。omp

EIGRPルートを OSPFv3に再配布します。eigrp

LISPルートを OSPFv3に再配布します。lisp

IS-ISルートを OSPFv3に再配布します。isis

OSPFルートを OSPFv3に再配布します。

OSPFの再配布は、IPv4アドレスファミリでの
みサポートされます。

（注）

ospf

スタティックルートを OSPFv3に再配布します。static

再配布されるルートに適用するルートポリシーの名前を入力します。Route Policy *

[Save]をクリックします。

最大メトリックをアドバタイズする OSPFv3の設定

他のデバイスがCisco IOSXECatalyst SD-WANデバイスを最短パス優先（SPF）計算で中間ホッ
プとして優先しないように、OSPFv3が最大メトリックをアドバタイズするように設定するに
は、[Maximum Metric (Router LSA)] > [Add New Router LSA]を選択し、次のパラメータを設
定します。

表 25 :

説明パラメータ名

タイプを選択します。

• [Administrative]：オペレータの介入によって最大メトリックがただち
に有効になるようにします。

• [On-Startup]：起動後に、指定した時間の最大メトリックをアドバタ
イズします。

Type
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説明パラメータ名

[On-Startup]を選択した場合は、ルータの起動後に最大メトリックをアド
バタイズする秒数を指定します。

範囲：0、5〜 86400秒、デフォルト：0秒（ルータが起動するとすぐに
最大メトリックがアドバタイズされます）

Advertisement
Time

[Save]をクリックします。

OSPFv3エリアの設定

Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスの VPN内の OSPFv3エリアを設定するには、[Area] >
[Add New Area]を選択します。OSPFv3を機能させるには、エリア 0を設定する必要がありま
す。

表 26 :

説明パラメータ名

OSPFv3エリアの番号を入力します。

範囲：32ビットの数値

Area Number

OSPFv3エリアのタイプを選択します。次のオプションがあります。

• normal

• [stub]：外部ルートなし

• [nssa]：not-so-stubby area（外部ルートを許可）

Set the Area
Type

エリアタイプを stubまたは NSSAとして設定した場合は、[On]をクリック
して、OSPFv3サマリールートがエリアに挿入されないようにします。

No Summary

エリアタイプを NSSAとして設定した場合は、エリア境界ルータ（ABR）
であるデバイスがタイプ 7 LSAをタイプ 5 LSAに変換できるタイミングを
選択します。

• [Always]：ルータは常にタイプ7LSAのトランスレータとして機能しま
す。つまり、ABRであっても、他のルータがトランスレータになるこ
とはありません。2つの ABRが常にトランスレータになるように設定
されている場合、実際に変換されるのは 1つの ABRだけです。

• [Candidate]：ルータは変換サービスを提供しますが、トランスレータに
なることを要求しません。

• [Never]：ルータはタイプ 7 LSAの NSSAトランスレータにはなりませ
ん。

Translate
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OSPFv3エリアのインターフェイスのプロパティを設定するには、[Area] > [Add New Area] >
[Add Interface]の順に選択します。[Add Interface]ポップアップで、次のパラメータを設定し
ます。

説明パラメータ名

インターフェイスの名前を ge slot/portまたは loopback numberの形
式で入力します。

Interface Name

ルータが OSPF helloパケットを送信する頻度を指定します。

範囲：1〜 65535秒、デフォルト：10秒

Hello Interval

Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスがネイバーから OSPF hello
パケットを受信する時間間隔を指定します。パケットを受信しない

場合、Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスはネイバーがダウン
していると見なします。

範囲：1〜 65535秒、デフォルト：40秒（デフォルトの hello間隔
の 4倍）

Dead Interval

OSPFプロトコルが LSAをネイバーに再送信する頻度を指定しま
す。

範囲：1〜 65535秒、デフォルト：5秒

LSA Retransmission
Interval

OSPFインターフェイスのコストを指定します。

範囲：1〜 65535

Interface Cost

OSPFエリアのインターフェイスのプロパティを設定するには、[Area]> [Add New Area]> [Add
Range]の順に選択します。[Area Range]ポップアップで [Add Area Range]をクリックし、次の
パラメータを設定します。

説明パラメータ

名

統合およびアドバタイズする IPまたは IPv6アドレスの IPアドレスとプレフィッ
クス長をプレフィックス/長さの形式で 2回入力します。アドレスタイプは、ア
ドレスファミリによって異なります。

Address

タイプ 3サマリー LSAの番号を指定します。OSPFv3は、SPF計算時にこのメ
トリックを使用して、宛先への最短パスを決定します。

範囲：0〜 16777215

Cost

タイプ 3サマリー LSAをアドバタイズしない場合は [On]を、アドバタイズす
る場合は [Off]をクリックします。

No Advertise

インターフェイス設定を保存するには、[Save]をクリックします。

新しいエリアを保存するには、[Add]をクリックします。
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機能テンプレートを保存するには、[Save]をクリックします。

OSPFv3詳細プロパティの設定

他の OSPFv3プロパティを設定するには、[Advanced]をクリックします。

表 27 :

説明パラメータ名

インターフェイスの OSPFv3自動コスト計算の基準帯域幅を指定し
ます。

範囲：1〜 4294967 Mbps、デフォルト：100 Mbps

Reference Bandwidth
(Mbps)

デフォルトの外部ルートを OSPFルーティングドメインに生成する
には、[On]をクリックします。

• [Always]：OSPFルーティングドメインでデフォルトルートを常
にアドバタイズするには、[On]をクリックします。

• [Defaultmetric]：デフォルトルートの生成に使用されるメトリッ
クを設定します。

範囲：0〜 16777214、デフォルト：10

• [Metric type]：デフォルトルートをアドバタイズするメトリック
タイプ、OSPFタイプ 1外部ルートまたは OSPFタイプ 2外部
ルートを選択します。

Originate

トポロジに対する最初の変更を受信してから SPF計算を実行するま
での時間を指定します。

範囲：0〜 600000ミリ秒（60秒）、デフォルト：200ミリ秒

SPF Calculation Delay
（ミリ秒）

連続する SPF計算間の時間を指定します。

範囲：0〜 600000ミリ秒（60秒）、デフォルト：1000ミリ秒

Initial Hold Time（ミリ
秒）

連続する SPF計算間の最長時間を指定します。

範囲：0〜 600000、デフォルト：10000ミリ秒（60秒）

Maximum Hold Time
（ミリ秒）

OSPFv3によってグローバルルート情報ベース（RIB）にインストー
ルされたルートに適用するローカライズされた制御ポリシーの名前

を入力します。

Policy Name

ポリシーに一致しないOSPFv3ルートがグローバルRIBにインストー
ルされないようにフィルタリングします。

Filter

機能テンプレートを保存するには、[Save]をクリックします。
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CLIを使用した OSPFv3の設定
IPv4および IPv6アドレスファミリの Cisco IOS XE SD-WANデバイスで OSPFv3を設定するに
は、次の手順を実行します。

config-transaction
router ospfv3 <vpn-id>
!
address-family ipv4 unicast vrf <vpn-id>
router-id <ipv4-address-format>
auto-cost reference-bandwidth <1-4294967>
default-information originate [always] [route-map <route-map-name>] [metric <1-16777214>]

[metric-type {1|2}]
distance <1-254>
distance ospf {external <1-254> | intra-area <1-254> | inter-area <1-254>}
timers throttle spf <1-600000> <1-600000> <1-600000>
redistribute {bgp <1-4294967295>| connected | eigrp <vpn-id>| isis <vpn-id>| lisp |

nat-route | omp |
ospf <vpn-id> | static}

[route-map <route-map-name>]
max-metric router-lsa [on-startup <5-86400>]
table-map <route-map-name> [filter]
area <1-4294967295> stub [no-summary]
area <1-4294967295> nssa [no-summary] [translate type7 always]
area <1-4294967295> range <ipv4-prefix-address> <ipv4-prefix-mask> ! 192.168.0.1

255.255.255.0
[not-advertise | advertise] [cost

<1-16777214>]16777214
exit-address-family

address-family ipv6 unicast vrf <vpn-id>
router-id <ipv4-address-format>
auto-cost reference-bandwidth <1-4294967>
default-information originate [always] [route-map <route-map-name>] [metric <1-16777214>]

[metric-type {1|2}]
distance <1-254>
distance ospf {external <1-254> | intra-area <1-254> | inter-area <1-254>}
timers throttle spf <1-600000> <1-600000> <1-600000>
redistribute {bgp <1-4294967295> | connected | eigrp <vpn-id>| isis <vpn-id>| lisp |

omp |
static}

[route-map <route-map-name>]
max-metric router-lsa [on-startup <5-86400>]
table-map <route-map-name> [filter]
area <1-4294967295> stub [no-summary]
area <1-4294967295> nssa [no-summary] [translate type7 always]
area <1-4294967295> range <ipv6-prefix> ! 2001:DB8::/48

[not-advertise | advertise] [cost
<1-16777214>]
exit-address-family

OSPFv3テーブルマップの設定

router ospfv3 1
!
address-family ipv4 unicast vrf 1
redistribute omp route-map match-omp-tag
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table-map set-omp-tag
exit-address-family
!
address-family ipv6 unicast vrf 1
table-map set-omp-tag
redistribute omp route-map match-omp-tag
exit-address-family
!
route-map set-omp-tag permit 20
set omp-tag 2000
route-map match-omp-tag permit 10
match omp-tag 1000
set metric 20
route-map match-omp-tag permit 20
match omp-tag 2000
set metric 30
route-map match-omp-tag deny 30

EIGRPの設定
Cisco SD-WANManagerテンプレートを使用して EIGRPルーティングプロトコルを設定するに
は、次の手順を実行します。

1. EIGRP機能テンプレートを作成して、EIGRPパラメータを設定します。

2. VPN機能テンプレートを作成して、サービス側ルーティング（VPN 0または VPN 512以
外の VPN）の VPNパラメータを設定します。

3. デバイステンプレートを作成し、正しいデバイスにテンプレートを適用します。

EIGRPテンプレートの作成

1. Cisco SD-WAN Managerメニューから、[Configuration] > [Templates]を選択します。

2. [Feature Templates]をクリックします。

Cisco vManageリリース 20.7.x以前のリリースでは、[Feature Templates]のタイトルは [Feature]
です。

（注）

3. [Add Template]をクリックし、リストからデバイスを選択します。

4. [Other Templates]セクションで、[EIGRP]を選択し、テンプレートの名前と説明を入力しま
す。

基本設定

[Basic Configuration]をクリックして、テンプレートのローカル自律システム（AS）番号を設
定します。
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説明パラメータ名

ローカル AS番号を入力します。

•範囲：1～ 65,535

•デフォルト：なし

Autonomous System ID *

IPv4ユニキャストアドレスファミリの設定

1つのプロトコル（ルーティングドメイン）からEIGRPルーティングドメインにルートを再配
布するには、[New Redistribute]をクリックし、次のパラメータ値を入力します。

表 28 : Redistribution Parameters

説明値パラメータ名

この設定をデバイス固有としてマークするには、[Optional]をクリックしま
す。デバイスにこの設定を含めるには、デバイステンプレートをデバイスに

添付するときに要求された変数値を入力するか、テンプレート変数スプレッ

ドシートを作成して変数を適用します。

Mark as
Optional Row

すべての EIGRPセッションに対して、EIGRPにルートを再配布するプロト
コルを選択します。

Protocol *

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルートをEIGRPに
再配布します。

bgp

接続ルートを EIGRPに再配布します。connected

ネットワークアドレス変換（NAT）ルートを EIGRPに再配布
します。

nat-route

オーバーレイ管理プロトコル（OMP）ルートを EIGRPに再配
布します。

omp

Open Shortest Path First（OSPF）ルートを EIGRPに再配布しま
す。

Cisco IOS XE Catalyst SD-WANリリース 16.12.1b以降
のCLIアドオン機能テンプレートを使用して、再配布
のメトリック値を設定できます。次のコマンドを使用

します。

redistribute ospf 1 metric 1000000 1 1 1 1500

詳細については、「CLI Add-on Feature Templates」を
参照してください。

（注）

ospf

スタティックルートを EIGRPに再配布します。static
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説明値パラメータ名

再配布されるルートに適用するルートポリシーの名前を入力します。Route Policy *

[Add]をクリックして再配布情報を保存します。

プレフィックスを EIGRPルーティングドメインにアドバタイズするには、[Network]をクリッ
クし、[New Network]をクリックして、次のパラメータ値を入力します。

表 29 : Configure Network

説明パラメータ名

この設定をデバイス固有としてマークするに

は、[Optional]をクリックします。デバイスに
この設定を含めるには、デバイステンプレー

トをデバイスに添付するときに要求された変

数値を入力するか、テンプレート変数スプレッ

ドシートを作成して変数を適用します。

「Create a Template Variables Spreadsheet」を参
照してください。

Mark as Optional Row

EIGRPがアドバタイズするネットワークプレ
フィックスを、プレフィックス/マスクの形式
で入力します。

Network Prefix *

[Add]をクリックして、ネットワークプレフィックスを保存します。

詳細なパラメータの設定

EIGRPの詳細なパラメータを設定するには、[Advanced]をクリックし、次のパラメータ値を設
定します。

表 30 : Advanced Parameters

説明パラメータ名

EIGRPがネイバーをダウンしていると見なす
間隔を設定します。ローカルルータは、その

ピアへの EIGRPセッションを終了します。こ
の時間はグローバルホールド時間として機能

します。

•範囲：0〜 65,535

•デフォルト： 15秒

Hold Time seconds
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説明パラメータ名

ルータがEIGRPhelloパケットを送信する間隔
を設定します。

•範囲：0〜 65,535

•デフォルト： 5秒

[Hello Interval]（秒）

EIGRPルートポリシーの名前を入力します。Route Policy Name

ルート認証パラメータの設定

IP Enhanced IGRPのルート認証機能は、EIGRPルーティングプロトコルからのルーティング
アップデートに対するMD5または HMAC-SHA-256認証をサポートします。EIGRPルートの
認証を設定するには、次の手順を実行します。

1. [Authentication]をクリックします。

2. [Authentication]をクリックして、[Authentication Type]フィールドを開きます。

3. [global]パラメータ範囲を選択します。

4. ドロップダウンリストから、[md5]または [hmac-sha-256]を選択します。

説明オプションパラメータ

MD5キー IDを入力し、その値を使用して EIGRP
パケットの内容に対するMD5ハッシュを計算しま
す。

MD5 Key IDMD5

送信パケットでエンコードされたMD5チェックサ
ムを使用するには、MD5認証キーを入力します。

MD5 Authentication
Key

HMACの計算に使用され、メッセージの送信側と
受信側の両方で認識される 256バイトの一意の情
報。

Authentication Key

[Add]をクリックして、認証パラメータを保存します。

優先ルートマップを使用するには、MD5キー（IDまたは認証キー）とルートマップの両方を
指定します。

（注）

インターフェイスパラメータの設定

EIGRPルートのインターフェイスパラメータを設定するには、[Interface]をクリックし、次の
パラメータ値を入力します。
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表 31 :インターフェイスのパラメータ

説明パラメータ名

この設定をデバイス固有としてマークするには、[Optional]をク
リックします。デバイスにこの設定を含めるには、デバイステン

プレートをデバイスに添付するときに要求された変数値を入力す

るか、テンプレート変数スプレッドシートを作成して変数を適用

します。

Mark as Optional Row

EIGRPを実行するインターフェイス名を入力します。Interface name

[No]（デフォルト）：インターフェイスで EIGRPを実行できま
す。

[Yes]：インターフェイスを無効にします。

Shutdown

[Add]をクリックして、インターフェイスを保存します。

CLIを使用した EIGRPの設定

Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスでの EIGRPの設定

次に、CLIを使用して Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスデバイスで EIGRPを設定する例
を示します。

config-transaction
router eigrp vpn
!
address-family ipv4 unicast vrf 1 autonomous-system 100
!
topology base
table-map foo filter
redistribute omp
exit-af-topology
network 10.1.44.0 255.0.0.0
exit-address-family
!
address-family ipv6 unicast vrf 1 autonomous-system 200
!
topology base
table-map bar
redistribute omp
exit-af-topology
exit-address-family
!

例：OMPへの EIGRPルートのアドバタイズ

config-transaction
sdwan
omp
no shutdown
graceful-restart
address-family ipv4 vrf 1
advertise eigrp
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!
address-family ipv6 vrf 1
advertise eigrp
!
address-family ipv4
advertise connected
advertise static
!
!

CLIを使用した EIGRP設定の確認

Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスの設定

次の showコマンドの出力は、Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスの EIGRP設定を示して
います。

Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスの IPv4 EIGRPルートを表示します。

デバイス# show ip route vrf 1
m 192.168.22.22 [251/0] via 192.168.11.12, 00:28:00

192.168.55.0/32 is subnetted, 1 subnets
D EX 192.168.55.55 [170/1] via 10.1.44.2, 00:33:58, GigabitEthernet3.2

192.168.66.0/32 is subnetted, 1 subnets
B 192.168.66.66 [20/0] via 192.168.1.3, 00:33:57

192.168.1.0/32 is subnetted, 3 subnets
D EX 192.168.1.3 [170/1] via 10.1.44.2, 00:33:58, GigabitEthernet3.2
m 192.168.1.33 [251/0] via 192.168.11.14 (3), 00:28:01

Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスの IPv6 EIGRPルートを表示します。

デバイス# show ipv6 route vrf 1
C 300:4::/64 [0/0]

via GigabitEthernet3.2, directly connected
L 300:4::1/128 [0/0]

via GigabitEthernet3.2, receive
D 2000:1:3::1/128 [90/1]

via FE80::20C:29FF:FEF5:C767, GigabitEthernet3.2
L FF00::/8 [0/0]

via Null0, receive
cEdge4-Naiming#show ipv6 route vrf 1 2000:1:3::1/128
Routing entry for 2000:1:3::1/128
Known via "eigrp 200", distance 90, metric 1
OMP Tag 888, type internal
Redistributing via omp
Route count is 1/1, share count 0
Routing paths:
FE80::20C:29FF:FEF5:C767, GigabitEthernet3.2
From FE80::20C:29FF:FEF5:C767
Last updated 00:22:06 ago

Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスの EIGRPの OMPルートを表示します。

デバイス# show eigrp address-family ipv4 vrf 1 topology 192.168.44.4/24
EIGRP-IPv4 VR(vpn) Topology Entry for AS(100)/ID(192.168.1.44)

Topology(base) TID(0) VRF(1)
EIGRP-IPv4(100): Topology base(0) entry for 192.168.44.4/24
State is Passive, Query origin flag is 1, 1 Successor(s), FD is 1
Descriptor Blocks:
192.168.1.5, from Redistributed, Send flag is 0x0

Composite metric is (1/0), route is External
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Vector metric:
Minimum bandwidth is 0 Kbit
Total delay is 0 picoseconds
Reliability is 0/255
Load is 0/255
Minimum MTU is 0
Hop count is 0
Originating router is 192.168.1.44

External data:
AS number of route is 0
External protocol is OMP-Agent, external metric is 4294967294
Administrator tag is 0 (0x00000000)

CLIを使用した Routing Information Protocol（RIPv2）の設定
CLIデバイステンプレートおよび CLIアドオン機能テンプレートを使用して、RIPngを設定で
きます。

ここでは、Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスでの RIP設定に関する情報を示します。

• show ip protocolsコマンドを使用して RIPの設定を確認するには、VRFルーティングテー
ブルとアドレスファミリサブモードの初期設定が必要です。

•これらのコマンドは、任意の順序で実行できます。

（注）

• RIPルーティングプロセスを設定します。

RIPルーティングプロセスを有効にして、ルータコンフィギュレーションモードを開始
します。

Device# config-transaction
Device(config)# router rip
Device(config-router)#

• RIP VRF対応サポートを設定します。

VRFアドレスファミリコンフィギュレーションモードを開始し、IPv4アドレスプレフィッ
クスを有効にします。

Device(config)# router rip
Device(config-router)# address-family ipv4 vrf vrf-name

• RIPバージョンを指定します。

デバイスが RIPバージョン 2（RIPv2）パケットのみを送信できるようにするには、RIP
バージョンを 2に指定します。
Device(config)# router rip
Device(config-router)# version {1|2}

• RIPルート集約を設定します。
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サブネットルートを、ルータコンフィギュレーションモードで使用するネットワークレ

ベルルートに自動集約するデフォルトの動作を無効にするか、復元します。

Device(config)# router rip
Device(config-router)# auto-summary

•送信元 IPアドレスを検証します。

ルータが着信 RIPアップデートの送信元 IPアドレスで検証チェックを実行できるように
します。

Device(config)# router rip
Device(config-router)# network ip-address
Device(config-router)# validate-update-source

•パケット間遅延を設定します。

発信 RIPアップデートのパケット間遅延（ミリ秒単位）を設定します。
Device(config)# router rip
Device(config-router)# output-delay delay-value

• RIPルーティングプロセスにルートを再配布します。

指定したルートを IPv4RIPルーティングプロセスに再配布します。プロトコル設定の再配
布は送信元ルータプロトコルの設定後にのみ行うことをお勧めします。protocol引数は、
bgp、connected、isis、eigrp、omp、ospf、ospfv3、または staticキーワードのいずれかに
することができます。Cisco IOS XE Catalyst SD-WANリリース 17.7.1aでは、Cisco IOS XE
Catalyst SD-WANデバイスの RIPバージョン 2設定は、再配布されるプロトコルとして
OMPをサポートしています。

Device(config)# router rip
Device(config-router)# redistribute protocol [metric metric-value] [route-map map-name]

• RIPルーティングアップデートをフィルタ処理します。

インターフェイスを介して送受信されるRIPルーティングアップデートに、プレフィック
スリストを適用します。

Device(config)# router rip
Device(config-router)# distribute-list prefix-list listname {in | out} [interface-type
interface-number]

• RIPパラメータを設定します。

networkコマンドは、RIP（v2）のインターフェイスを有効にし、ネットワークをRIPルー
ティングプロセスに関連付けるために必要です。ルータで使用できるnetworkコマンドの
数に制限はありません。ネットワーク設定では、クラスフル（クラスA、クラスB、クラ
ス C）の IPネットワーク IDアドレッシングを使用することをお勧めします。
Device(config)# router rip
Device(config-router)# network ip-address

ルーティング情報を交換するネイバーデバイスを定義します。

Device(config)# router rip
Device(config-router)# network ip-address
Device(config-router)# neighbor ip-address bfd
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ルーティングメトリックにオフセットリストを適用します。

Device(config)# router rip
Device(config-router)# offset-list acl-number in offset[ interface-type
|interface-name]

ルーティングプロトコルタイマーを調整します。

Device(config)# router rip
Device(config-router)# timers basic update invalid holddown flush

• RIPをカスタマイズします。

IPv4 RIPでサポートできる等コストルートの最大数を定義します。
Device(config)# router rip
Device(config-router)# maximum-paths number-paths

•ルートタグを設定します。

デフォルトでは、再配布された OMPルートに対して自動 RIPv2ルートタグが有効になっ
ています。ルータが別の Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスによってインストールさ
れる場合、アドミニストレーティブディスタンスは 252に設定されるため、OMPルート
は再配布された OMPルートよりも優先されます。
Device(config)# router rip
Device(config-router)# omp-route-tag

•トラフィックを設定します。

最小コストパスを使用するようにトラフィックを設定し、等コストパスを持つマルチイン

ターフェイスで負荷を分割します。

Device(config)# router rip
Device(config-router)# traffic-share min across-interfaces

設定例

次に、CLIを使用した Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスの RIPの完全な設定例を示しま
す。

config-transaction
!

vrf definition 172
address-family ipv4
exit-address-family

!
router rip
address-family ipv4 vrf 172
distance 70
omp-route-tag /* Default is enabled */
default-information originate route-map RIP-MED
version 2
network 10.0.0.20 /* Only classful A, B, or C network. */

distribute-list prefix v4KANYU-RIP in TenGigabitEthernet0/1/3.791
redistribute rip v6kanyu metric 1 metric-type 1 route-map v6RED-RIP-OSPF1
distribute-list prefix v4KANYU-RIP in TenGigabitEthernet0/1/3.792
no auto-summary
!
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CLIを使用した RIPv2設定の確認
CLIまたは Cisco SD-WAN Managerの [IP Routes]ウィンドウを使用して、RIP設定を確認でき
ます。次に、ルータの RIP設定を表示する show sdwan running | sec ripコマンドの出力例を示
します。

Device# show sdwan running | sec rip
router rip

version 2
redistribute connected
output-delay 20
input-queue 20

!
address-family ipv4 vrf 200
redistribute connected
redistribute omp metric 2
network 56.0.0.0
no auto-summary
version 2
exit-address-family

次に、デフォルトのルーティングテーブルに含まれる RIPルートを表示する show ip route rip
コマンドの出力例を示します。

Device# show ip route rip
Codes: L - local, C - connected, S - static, R - RIP, M - mobile, B - BGP

D - EIGRP, EX - EIGRP external, O - OSPF, IA - OSPF inter area
N1 - OSPF NSSA external type 1, N2 - OSPF NSSA external type 2
E1 - OSPF external type 1, E2 - OSPF external type 2, m - OMP
n - NAT, Ni - NAT inside, No - NAT outside, Nd - NAT DIA
i - IS-IS, su - IS-IS summary, L1 - IS-IS level-1, L2 - IS-IS level-2
ia - IS-IS inter area, * - candidate default, U - per-user static route
H - NHRP, G - NHRP registered, g - NHRP registration summary
o - ODR, P - periodic downloaded static route, l - LISP
a - application route
+ - replicated route, % - next hop override, p - overrides from PfR
& - replicated local route overrides by connected

Gateway of last resort is 10.0.5.13 to network 10.10.10.10

R 10.11.0.0/16 [120/1] via 172.16.1.2, 00:00:02, GigabitEthernet1

次に、VRFテーブルの RIPルートを表示する show ip route vrf vrf-id ripコマンドの出力例を
示します。

Device# show ip route vrf 1 rip
Routing Table: 1
Codes: L - local, C - connected, S - static, R - RIP, M - mobile, B - BGP
D - EIGRP, EX - EIGRP external, O - OSPF, IA - OSPF inter area
N1 - OSPF NSSA external type 1, N2 - OSPF NSSA external type 2
E1 - OSPF external type 1, E2 - OSPF external type 2, m - OMP
n - NAT, Ni - NAT inside, No - NAT outside, Nd - NAT DIA
i - IS-IS, su - IS-IS summary, L1 - IS-IS level-1, L2 - IS-IS level-2
ia - IS-IS inter area, * - candidate default, U - per-user static route
H - NHRP, G - NHRP registered, g - NHRP registration summary
o - ODR, P - periodic downloaded static route, l - LISP
a - application route
+ - replicated route, % - next hop override, p - overrides from PfR
& - replicated local route overrides by connected

Gateway of last resort is not set
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10.0.0.14/32 is subnetted, 1 subnets
R 10.14.14.14 [120/1] via 10.20.25.18, 00:00:18, GigabitEthernet5

次に、RIPプライベートデータベースの内容を表示する show ip rip databaseコマンドの出力例
を示します。

Device# show ip rip database
10.11.0.0/16 auto-summary
10.11.0.0/16
[1] via 172.16.1.2, 00:00:00, GigabitEthernet1

次に、RIP Bidirectional Forwarding Detection（BFD）ネイバーを表示する show ip rip neighbors
コマンドの出力例を示します。

Device# show ip rip neighbors
BFD sessions created for the RIP neighbors
Neighbor Interface SessionHandle
10.10.10.2 GigabitEthernet1 1

次に、セクション RIPを使用してデバイスでの RIPプロトコル設定のみを表示する show ip
protocolsコマンドの出力例を示します。

Device# show ip protocols | sec rip
Routing Protocol is "rip"
Outgoing update filter list for all interfaces is not set
Incoming update filter list for all interfaces is not set
Sending updates every 30 seconds, next due in 19 seconds
Invalid after 180 seconds, hold down 180, flushed after 240
Redistributing: rip
Neighbor(s):
10.1.1.2

Default version control: send version 2, receive version 2
Interface Send Recv Triggered RIP Key-chain
GigabitEthernet1 2 2 No none
Loopback10 2 2 No none

Automatic network summarization is in effect
Maximum path: 4
Routing for Networks:
10.11.0.1

Routing Information Sources:
Gateway Distance Last Update
10.1.1.2 120 00:00:15

Distance: (default is 120)

CLIを使用した RIPngの設定
CLIデバイステンプレートおよび CLIアドオン機能テンプレートを使用して、RIPngを設定で
きます。

ここでは、Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスでの RIPng設定について説明します。

show ipv6 route vrfコマンドを使用して RIPの設定を確認するには、VRFルーティングテーブ
ルとアドレスファミリサブモードの初期設定が必要です。

（注）

1. IPv6 RIPng VRF-Awareサポートを設定します。
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1. IPv6 RIPngルーティングの VRF-Awareサポートを有効にします。サービス VPN内で
RIPngを設定する必要があります。

Device(config)# ipv6 rip vrf-mode enable

2. IPv6ユニキャストデータグラムの転送を有効にします。

Device(config)# ipv6 unicast-routing

2. IPv6 RIPngルーティングプロセスを設定し、IPv6 RIPngルーティングプロセスのルータコ
ンフィギュレーションモードを有効にします。

ripng-instanceの場合は、sdwanを使用します。（注）

Device(config)# ipv6 router rip ripng-instance
Device(config-rtr)#

3. VRFアドレスファミリコンフィギュレーションモードを開始し、IPv6アドレスプレフィッ
クスを有効にします。

Device(config)# ipv6 router rip ripng-instance

Device(config-rtr)# address-family ipv6 vrf vrf-name
Device(config-ipv6-router-af)#

4. ルーティングテーブルに挿入されたルートのアドミニストレーティブディスタンスを定義
します。

Device(config)# ipv6 router rip ripng-instance

Device(config-rtr)# address-family ipv6 vrf vrf-name

Device(config-ipv6-router-af)# distance distance

5. ルートタグを設定します。

デフォルトでは、再配布された OMPルートに対して自動 RIPngルートタグが有効になっ
ています。一意の SD-WANタグ（44270）を持つ RIPv2および RIPngルートを Cisco IOS
XE Catalyst SD-WANデバイスが学習すると、ルータは、OMPディスタンス（251）より
も大きいアドミニストレーティブディスタンス（252）のルートをインストールします。
それにより、その OMPルートが、再配布された OMPルートよりも優先されます。

Device(config)# ipv6 router rip ripng-instance

Device(config-rtr)# omp-route-tag

6. IPv6プレフィックスリストのエントリを作成します。

Device(config)# ipv6 prefix-list list-name [seq seq-number] permit IPv6 prefix
(IP/length)

7. インターフェイス上で受信または送信される IPv6RIPngルーティングアップデートに、プ
レフィックスリストを適用します。

Device(config)# ipv6 router rip ripng-instance

Device(config-rtr)# distribute-list prefix-list prefix-list-name {in | out}
[interface-type | interface-number]
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8. 指定したルートを IPv6 RIPngルーティングプロセスに再配布します。ripキーワードと
ripng-instanceは、IPv6 RIPngルーティングプロセスを指定します。

Device(config)# ipv6 router rip ripng-instance

Device(config-rtr)# redistribute protocol [metric default-metric] [route-map
map-tag]

9. インターフェイスを設定します。

1. 指定された IPv6 RIPngルーティングプロセスをインターフェイス上で有効にします。

ripng-instanceの場合は、sdwanを使用します。（注）

Device(config)# interface type number

Device(config-if)# ipv6 rip ripng-instance enable

2. （任意）IPv6デフォルトルート（::/0）が配布され、指定したインターフェイスから送
信される指定した RIPngルーティングプロセスのアップデートに格納されます。

ripng-instanceの場合は、sdwanを使用します。（注）

Device(config)# interface type number

Device(config-if)# ipv6 rip ripng-instance default-information {only |

originate} [metric metric-value]

3. インターフェイスの IPv6 RIPngメトリックオフセットを設定します。

ripng-instanceの場合は、sdwanを使用します。（注）

Device(config)# interface type number

Device(config-if)# ipv6 rip ripng-instance metric-offset metric-value

4. インターフェイスで集約された IPv6アドレスをアドバタイズし、集約するルートを識
別する IPv6プレフィックスを指定するように IPv6 RIPngを設定します。

ripng-instanceの場合は、sdwanを使用します。（注）

Device(config)# interface type number

Device(config-if)# ipv6 address {ipv6-prefix/prefix-length | prefix-name |
sub-bits/prefix-length}
Device(config-if)# ipv6 rip ripng-instance summary-address
{ipv6-prefix/prefix-length}

ユニキャストオーバーレイルーティング

81

ユニキャストオーバーレイルーティング

CLIを使用した RIPngの設定



RIPngの設定例
次の例は、CLIを使用した Cisco IOS XE Catalyst SD-WANデバイスの完全な RIPng設定を示し
ています。

config-transaction
!

vrf definition 1
address-family ipv6
exit-address-family

!
ipv6 rip vrf-mode enable
ipv6 unicast-routing

!
ipv6 prefix-list cisco seq 10 permit 2000:1::/64

!
ipv6 router rip sdwan

address-family ipv6 vrf 1
distance 130
omp-route-tag
distribute-list prefix-list cisco in GigabitEthernet0/0/0
redistribute omp metric 10
exit-address-family

!
interface GigabitEthernet0/0/0

ipv6 address 2001:DB8::/64
ipv6 rip sdwan enable
ipv6 rip sdwan default-information originate
ipv6 rip sdwan metric-offset 10
ipv6 rip sdwan summary-address 2001:90::1/32

!

CLIを使用した RIPng設定の確認
次に、ルータの RIPng設定を表示する show ipv6 route vrf コマンドの出力例を示します。

Device# show ipv6 route vrf 1
IPv6 Routing Table - 1 - 11 entries
Codes: C - Connected, L - Local, S - Static, U - Per-user Static route

B - BGP, R - RIP, H - NHRP, I1 - ISIS L1
I2 - ISIS L2, IA - ISIS interarea, IS - ISIS summary, D - EIGRP
EX - EIGRP external, ND - ND Default, NDp - ND Prefix, DCE - Destination
NDr - Redirect, RL - RPL, O - OSPF Intra, OI - OSPF Inter
OE1 - OSPF ext 1, OE2 - OSPF ext 2, ON1 - OSPF NSSA ext 1
ON2 - OSPF NSSA ext 2, la - LISP alt, lr - LISP site-registrations
ld - LISP dyn-eid, lA - LISP away, le - LISP extranet-policy
lp - LISP publications, ls - LISP destinations-summary, a - Application
m - OMP

R 1100::/64 [120/2]
via FE80::20C:29FF:FE2E:13FF, GigabitEthernet2

R 2000::/64 [120/2]
via FE80::20C:29FF:FE51:762F, GigabitEthernet2

R 2001:10::/64 [120/2]
via FE80::20C:29FF:FE82:D659, GigabitEthernet2

R 2500::/64 [252/11], tag 44270
via FE80::20C:29FF:FEE1:5237, GigabitEthernet2

C 2750::/64 [0/0]
via GigabitEthernet2, directly connected

L 2750::1/128 [0/0]
via GigabitEthernet2, receive
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R 2777::/64 [252/11], tag 44270
via FE80::20C:29FF:FEE1:5237, GigabitEthernet2

m 2900::/64 [251/0]
via 192.168.1.5%default

R 3000::/64 [120/2]
via FE80::20C:29FF:FE2E:13FF, GigabitEthernet2

R 3400::/64 [252/11], tag 44270
via FE80::20C:29FF:FE51:762F, GigabitEthernet2

L FF00::/8 [0/0]
via Null0, receive
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